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朝来広
報

平成２２年
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２ 月
あ　　さ　　ご ２ 月

平成２２年

今月の主な内容
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　市内外の５歳～１１歳の子どもたち４５人が１月２４日、和田山

温水プール「エスポワ」で「第２１回寒中水上運動会」に参加しま

した。

　子どもたちは、青・緑・黄の３チームに別れて、綱引きや大玉遊

びなど６種目の競技に挑戦しました。中でも盛り上がりを見せ

たのは、チーム一丸となってプールの中にあるかごを目指して

玉を投げる「玉入れ」。制限時間内に一つでもたくさんかごに入

れようと懸命に玉を投げる子どもたちの歓声が、室内に響きわ

たっていました。

２～７
奏で続けるハーモニー
２０年目を迎えた「朝来市少年少女オーケストラ」

８～１１
平成２１年度全国学力・学習状況調査 
市の小・中学校の結果

１２～１３市政フラッシュ

１２～１３我がまち朝来再発見

１４～１５まちのわだい

１７～２５情報掲示板

２８人いきいき／朝来市の数字あれこれ
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平
成
２
年

・
和
田
山
町
内
の
小
学
校
５

年
生
　
人
を
第
１
期
生
と

２１

し
て
団
を
結
成
。バ
イ
オ

リ
ン
の
基
礎
練
習
開
始

平
成
３
年
　

・
第
４
回
和
田
山
町
学
校
音

楽
祭
出
演（
以
後
平
成
　２０

年
ま
で
毎
回
出
演
）

・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
な
ど
の
管
楽
器
と

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
加
え

本
格
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
編
成

平
成
４
年
　

・
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
開
館

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
演
奏

・
但
馬
合
唱
祭
に
出
演

平
成
５
年
　

・
北
京
中
央
楽
団
・
少
年
少

女
合
唱
団
と
交
流

　
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
結

成
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
っ

た
の
は
平
成
元
年
。「
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
不
毛
の
地
」と
言
わ
れ

て
い
た
但
馬
に「
新
し
い
音
楽

文
化
を
つ
く
ろ
う
」と
和
田
山

町
役
場
や
同
町
教
育
委
員
会
な

　
平
成
２
年
、和
田
山
町
で
結
成
さ
れ
た
「
わ
だ
や
ま
少

年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」。朝
来
市
誕
生
後
は
、名
称
を

「
朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
し
、
音
楽
文
化
の

振
興
と
こ
こ
ろ
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
を
目
的
に
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
今
月
の
広
報
で
は
、同
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
誕

生
か
ら
現
在
ま
で
の
活
動
の
様
子
や
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
話
を
紹
介
し
ま
す
。

「
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」の
こ
れ
ま
で

奏
で
続
け

奏
で
続
け
るる
ハ
ー
モ
ニ

ハ
ー
モ
ニ
ーー

♪
ス
タ
ー
ト
は

ス
タ
ー
ト
は
　
人人
２１２１

但
馬
で
初
の「
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」誕

但
馬
で
初
の「
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」誕
生生

結成当時は和田山農研センターで練習
をしていました

年
目
を
迎
え
た「
朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

年
目
を
迎
え
た「
朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」」

２２００

　「
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」は
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生

し
、現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。こ
こ
で
は
、
そ

の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
　
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
。

１９

～
主
な
活
動
内
容
～

広報 朝朝来来 ２
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・
第
１
回
定
期
演
奏
会
開
催

（
以
後
、毎
年
開
催
）

・
県
民
劇
場
音
楽
の
館
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

と
共
演

平
成
６
年
　

・
理
想
の
都
を
築
く
「
人
づ

く
り
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
出
演

・
但
馬
理
想
の
都
の
祭
典

「
人
権
と
交
流
の
つ
ど
い
」

に
出
演

・「
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く

り
ひ
ょ
う
ご
フ
ォ
ー
ラ

ム
」に
出
演

平
成
７
年
　

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典「
兵
庫

県
交
響
楽
祭
」に
出
演（
八

鹿
町
）

・
後
援
会
設
立

平
成
８
年
　

・
和
田
山
町
成
人
式
に
出
演

（
以
後
、成
人
式
な
ど
の
町

内
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
）

平
成
　
年
　

１１

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
「
兵
庫

県
交
響
楽
祭
」に
出
演
（
和

田
山
町
・
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
）

平
成
　
年
　

１２

・
第
１
回
ウ
ィ
ー
ン
遠
征
友

好
演
秦
（
ウ
ィ
ー
ン
市
プ

ラ
イ
ヤ
ー
音
楽
学
院
）

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典「
兵
庫

県
交
響
楽
祭
」に
出
演（
太

子
町
）

ど
の
関
係
者
が
、楽
器
の
調
達

な
ど
結
成
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
翌
平

成
２
年
、町
内
の
５
つ
の
小
学

校
を
通
じ
て
集
ま
っ
た
　
人
の

２１

団
員
と
　
台
の
バ
イ
オ
リ
ン
で

２１

活
動
を
ス
タ
ー
ト
。こ
う
し
て
、

但
馬
で
は
初
の
誕
生
と
な
っ
た

少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
歴

史
の
第
１
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
年
を
重
ね
る
ご
と
に
団
員
数

が
増
え
、楽
器
も
取
り
そ
ろ
え

ら
れ
て
、徐
々
に
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
し
て
の
形
態
が
整
っ
て
き

た
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

火
曜
と
土
曜
の
週
２
回
の
練
習

に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

す
る
町
内
の
小
中
学
校
の
音
楽

教
師
が
中
心
と
な
っ
て
団
員
を

指
導
。月
に
数
回
、特
別
講
師
を

招
く
な
ど
し
て
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。

　
団
員
と
指
導
員
が
一
丸
と

な
っ
て
熱
心
に
練
習
に
取
り
組

ん
で
き
た
か
い
が
あ
っ
て
、演

奏
技
術
は
徐
々
に
上
達
。し
か

し
、数
年
す
る
と
そ
れ
以
上
の

思
う
よ
う
な
進
歩
が
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、

指
導
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た

学
校
の
教
師
に
、弦
楽
器
の
演

奏
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
経
験
が

な
い
こ
と
か
ら
、専
門
的
な
指

導
が
で
き
な
い
た
め
で
し
た
。

　
教
育
委
員
会
や
少
年
少
女

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
務
局
は
、専

門
家
の
指
導
が
必
要
と
考
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
脈
を
通
し
て
新

た
な
指
導
者
を
探
し
始
め
ま
し

た
。
　
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
ジ
ュ

ピ
タ
ー
ホ
ル
で
は「
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
世
界
展
」が
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
。こ
の
催
し
の
特

別
公
演「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト『
レ
ク

イ
エ
ム
』演
奏
会
」に
出
演
し
て

い
た
の
が
、声
楽
家
の
両
澤
ゆ

り
か
さ
ん
。現
在
の
講
師
陣
の

代
表
で
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
催
し

の
関
係
者
か
ら
両
澤
さ
ん
を
紹

介
し
て
も
ら
い
、両
澤
さ
ん
が

所
属
す
る「
ラ
イ
ツ
室
内
管
弦

楽
団
」に
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
講
師
を
依
頼
。同
楽
団

か
ら
快
諾
を
得
て
、専
門
家
の

指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
両
澤
さ
ん
ら
は
団
員
の
指
導

に
楽
器
の
演
奏
方
法
な
ど
を
教

え
る
だ
け
で
な
く
、ピ
ア
ノ
の

音
を
聴
い
て
楽
譜
に
書
き
取
る

「
聴
音
」や
楽
譜
を
見
て
歌
う

「
読

譜

訓

練
」な

ど

の「
ソ

ル

♪
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
変
え

少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
変
え
たた

ラ
イ
ツ
室
内
管
弦
楽
団
と
の
出
会

ラ
イ
ツ
室
内
管
弦
楽
団
と
の
出
会
いい

第１５回定期演奏会（平成１９年１１月１０日）

♪
演
奏
技
術
の
向
上
め
ざ
し

演
奏
技
術
の
向
上
め
ざ
し
、、

練
習
に
励

練
習
に
励
むむ

平成２２年２月平成２２年２月号号３



２１期生にバイオリンを指導するのは、大学卒業後、Ｕ
ターンして再び少年少女オーケストラの活動に参加して
いる先輩団員
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・
ゲ
イ
リ
ー
カ
ー
＆
ラ
イ
ツ

室
内
管
弦
楽
団
演
奏
会
に

出
演

平
成
　
年
　

１３

・
大
蔵
小
学
校
、
糸
井
小
学

校
公
演

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
「
兵
庫

県
交
響
楽
祭
」
に
出
演

・
Ｍ
Ｂ
Ｓ
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

場
（
優
良
賞
受
賞
）

平
成
　
年
　

１４

・
竹
田
小
学
校
・
牧
田
小
学

校
公
演

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
「
兵
庫

県
交
響
楽
祭
」に
出
演（
山

崎
町
）

・
Ｍ
Ｂ
Ｓ
コ
ン
ダ
ー
ル
に
出

場
（
優
秀
賞
受
賞
）

・
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
」に
出
演（
以
後
、毎
年

出
演
）

平
成
　
年
　

１５

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
「
兵
庫

県
交
響
楽
祭
」に
出
演（
柏

原
町
）

平
成
　
年
　

１６

・
東
河
小
学
校
公
演

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典「
兵
庫

県
交
響
楽
祭
」に
出
演（
豊

岡
市
）

平
成
　
年
　

１７

・
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」に
出
演

　
加
し
て
い
る
小
中
学
校
の
教

　
師
が
一
対
一
で
キ
ー
ボ
ー
ド

　
を
使
っ
て
音
取
り
な
ど
の
基

　
本
練
習
を
繰
り
返
す

・
全
体
を
講
師
陣
が
ま
と
め
る

　
と
い
っ
た
役
割
分
担
が
で
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、幅
広
い
年
齢
層
の
団

員
が
一
緒
に
な
っ
て
曲
作
り
や

音
楽
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
勉
強
だ
け
で

な
く
、礼
儀
や
マ
ナ
ー
、
人
と
の

接
し
方
や
話
し
方
な
ど
の
社
会

生
活
へ
の
適
応
能
力
を
養
う
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、少
年
少
女

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、結
成
か
ら

　
年
を
か
け
て
、ほ
か
の
ど
の

２０楽
団
に
も
ま
ね
で
き
な
い
理
想

の
指
導
体
制
を
確
立
し
、人
材

育
成
の
場
と
し
て
の
役
割
も
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

音
楽
学
院
で
演
奏
を
披
露
す
る

な
ど
海
外
遠
征
も
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
５
年
か
ら
始
め
た
定
期

演
奏
会
で
は
、当
初
、観
客
は
百

人
足
ら
ず
だ
っ
た
の
が
、今
で

は
約
４
百
人
も
の
人
が
聴
き
に

来
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、市
内

外
に
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

入
団
し
て
音
楽
の
基
礎
を
学
び
、

音
楽
の
楽
し
さ
に
触
れ
た
団
員

の
中
に
は
、高
校
や
大
学
で
専

門
的
に
音
楽
を
学
ぶ
人
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、大
学
で
音
楽
を
学

ん
で
卒
業
し
た
後
、社
会
人
と

し
て
再
び
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
音
楽
活
動
に
加
わ
る
と

同
時
に
、後
輩
の
指
導
を
行
う

団
員
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
練
習
は
、

・
入
っ
た
ば
か
り
の
団
員
に
は
、

　
大
学
を
卒
業
し
て
地
元
に
戻

　
っ
て
き
た
団
員
が
基
礎
を
指

　
導

・
演
奏
経
験
の
長
い
ベ
テ
ラ
ン

　
団
員
が
、
各
パ
ー
ト
の
リ
ー

　
ダ
ー
に
な
っ
て
練
習

・
曲
作
り
が
で
き
て
い
な
い
団

　
員
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

フ
ェ
ー
ジ
ュ
」と
呼
ば
れ
る
基

礎
訓
練
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、団

員
の
能
力
は
飛
躍
的
に
向
上
し

て
い
き
ま
し
た
。

　
両
澤
さ
ん
や
指
揮
者
と
し
て

指
導
す
る
南
出
信
一
さ
ん
な
ど
、

ラ
イ
ツ
室
内
管
弦
楽
団
の
皆
さ

ん
の
熱
心
な
指
導
で
、演
奏
技

術
に
磨
き
を
か
け
た
少
年
少
女

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。現
在
で
は
、市

内
で
行
わ
れ
る「
あ
さ
ご
国
際

音
楽
祭
」の
ほ
か
、「
兵
庫
県
交

響
楽
祭
」や
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

神
戸
で
開
催
さ
れ
る「
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」へ
の
出
演

な
ど
、活
動
の
舞
台
は
大
き
く

広
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成

　
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

１２ウ
ィ
ー
ン
市
内
の
プ
ラ
イ
ヤ
ー

♪
広
が
る
活
動
範

広
が
る
活
動
範
囲囲

ホテルオークラ神戸で毎年開催される「ク
リスマスコンサート」での演奏（写真は平
成２１年１２月２４日）

♪
年
を
経
て
理
想
の
形

　
年
を
経
て
理
想
の
形
にに

２０２０

ウィーン市内のプライヤー音楽学院で演
奏を披露する少年少女オーケストラ団員
（平成１２年）

広報 朝朝来来 ４
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
「
兵
庫

県
交
響
楽
祭
」に
出
演（
西

宮
市
）

・
和
田
山
町
閉
庁
式
典
に
出
演

・
朝
来
市
誕
生
記
念
式
典
に

出
演

・
但
馬
青
少
年
文
化
奨
励
賞

受
賞

平
成
　
年
　

１８

・
「
あ
さ
ご
国
際
音
楽
祭
２

０
０
６
」出
演

平
成
　
年
　

１９

・
は
ば
た
け
但
馬
の
若
き
演

奏
家
た
ち
演
奏
会

・「
あ
さ
ご
国
際
音
楽
祭
２

０
０
７
」出
演

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典「
兵
庫

県
交
響
楽
祭
」に
出
演
（
た

つ
の
市
）

平
成
　
年
　

２０

・
「
あ
さ
ご
国
際
音
楽
祭
２

０
０
８
」出
演

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
但
馬
地
域
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
開
始
」記

念
行
事
参
加

・
兵
庫
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
中

央
大
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
出
演

平
成
　
年
　

２１

・
「
あ
さ
ご
国
際
音
楽
祭
２

０
０
９
」出
演

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典「
兵
庫

県
交
響
楽
祭
」に
出
演（
姫

路
市
）

・「
青
少
年
の
表
彰
」受
賞

団
の
理
想
的
な
指
導
体
制
が
で

き
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
続
け
て

い
け
ば
、き
っ
と
日
本
一
の
少

年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
な
り

ま
す
よ
」と
話
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
を
聴
い
た
と
き
の

こ
と
を「
演
奏
や
技
術
は
ま
だ

ま
だ
で
し
た
が
、指
導
し
て
い

く
う
ち
に
、団
員
の
子
ど
も
た

ち
は
と
て
も
感
性
が
豊
か
だ
と

感
じ
ま
し
た
。そ
の
子
ど
も
た

ち
の
能
力
を
ど
う
や
っ
て
引
き

出
し
た
ら
い
い
の
か
を
い
ろ
い

ろ
考
え
ま
し
た
」と
振
り
返
る

の
は
、講
師
代
表
の
両
澤
ゆ
り

か
さ
ん
。「
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
」

を
取
り
入
れ
た
練
習
方
法
な
ど

が
功
を
奏
し
て
団
員
の
技
術
が

向
上
。「
団
員
み
ん
な
が
根
気
強

く
、素
直
な
心
で
練
習
に
つ
い

て
き
て
く
れ
た
結
果
。今
で
は

わ
た
し
た
ち
が
考
え
て
い
た
以

上
に
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
」

と
両
澤
さ
ん
。「
自
分
の
感
性
を

磨
い
て
い
く
一
つ
の
手
段
と
し

事
長
と
し
て
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　「
今
日
の
少
年
少
女
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
あ
る
の
は
、楽
器
の

購
入
な
ど
財
政
的
な
支
援
を
し

て
く
れ
た
役
場
や
裏
方
と
し
て

支
え
て
き
て
く
れ
た
事
務
局
な

ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
、

練
習
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手

伝
っ
て
く
れ
て
い
る
学
校
の
教

師
の
皆
さ
ん
と
途
中
で
あ
き
ら

め
ず
に
練
習
し
て
き
た
団
員
の

努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。今
で
は

演
奏
会
を
開
催
す
る
と
、た
く

さ
ん
の
人
が
見
に
来
て
く
れ
ま

す
。そ
の
よ
う
す
を
見
る
た
び

に『
辛
抱
強
く
続
け
て
き
て
よ

か
っ
た
な
あ
』と
思
い
ま
す
」と

語
る
島
田
さ
ん
。こ
の
　
年
を

２０

振
り
返
り
な
が
ら
、「
こ
こ
数
年

で
よ
う
や
く
年
齢
差
の
あ
る
集

　
島
田
喜
良
さ
ん
は
、少
年
少

女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
結
成
に
深

く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
は
、和
田
山
町
の
教
育

長
と
し
て
、結
成
に
至
る
ま
で

の
準
備
に
も
尽
力
。現
在
は
理

♪♪
朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
理
事

朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
理
事
長長

島
田
喜
良
さ

島
田
喜
良
さ
んん

♪♪
講
師
代
表（
ラ
イ
ツ
室
内
管
弦
楽
団

講
師
代
表（
ラ
イ
ツ
室
内
管
弦
楽
団
））

両
澤
ゆ

両
澤
ゆ
りり
かか
さ
ん
さ
ん

　朝来市少年少女オーケ

ストラの楽器は全部で

１４種類。バイオリンや

チェロなどの弦楽器、ク

ラリネットやフルートな

どの木管楽器、トラン

ペットやトロンボーンな

少年少女オーケストラの楽器は１４種類！！

トライアングル、シン

バル、木琴などがあり

ます。

　演奏会では、これら

の楽器が一堂に集まっ

て、一つの音楽を奏で

ます。
左から、フルート、クラ
リネット、オーボエ

バイオリン

どの金管楽器などがあります。また、ここでは打楽

器をパーカッションとして１種類に数えています

が、パーカッションには、ティンパニーや大太鼓、
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
支
え
る
人
々
の
思

少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
支
え
る
人
々
の
思
いい

　
誕
生
か
ら
多
く
の
人
が
か
か
わ
っ
て
き
た「
少
年
少
女

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
　
年
を
迎
え
る
に

２０

当
た
っ
て
、
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
聞

き
ま
し
た
。

講師代表
ライツ室内管弦楽団
両澤ゆりかさん（神戸市）

朝来市少年少女オー
ケストラ理事長
島田喜良さん（法道寺区）

平成２２年２月平成２２年２月号号５
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は
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
、新
入
団
員
全
員
が
最
初

に
練
習
す
る
バ
イ
オ
リ
ン
の
指

導
に
当
た
っ
て
い
る
石
原
さ
ん
。

社
会
人
や
大
学
生
、高
校
生
の

団
員
が
小
学
生
の
団
員
を
教
え

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に「
年

の
近
い
先
輩
に
教
え
て
も
ら
う

ほ
う
が
刺
激
も
あ
り
、目
指
す

も
の
も
近
い
の
で『
あ
の
先
輩

の
よ
う
に
な
り
た
い
』と
い
う

よ
う
な
目
標
に
も
な
っ
て
い

い
」と
話
し
ま
し
た
。

◎
８
期
生
・
西
垣
茉
莉
さ
ん

　
兄
妹
で
在
籍
し
て
い
た
と
い

う
西
垣
茉
莉
さ
ん
も
大
学
で
音

楽
を
学
ん
で
卒
業
し
、Ｕ
タ
ー

ン
し
て
き
た
団
員
の
一
人
。「
入

団
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
音
楽
に

巡
り
合
い
、た
く
さ
ん
の
友
人

や
仲
間
が
で
き
ま
し
た
」と
話

し
ま
し
た
。

　「
年
々
演
奏
は
う
ま
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、も
っ

と
も
っ
と
上
手
に
な
っ
て
、『
朝

来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
』の
名
前
が
全
国
に
が
広
ま

れ
ば
」と
西
垣
さ
ん
。練
習
で
は

後
輩
の
指
導
を
行
い
な
が
ら
、

に
音
楽
を
学
ぶ
学
生
や
そ
の
卒

業
生
が
　
人
以
上
い
る
と
こ
ろ

２０

は
ほ
か
に
な
い
の
で
は
」と
語

る
南
出
さ
ん
。そ
の
中
に
は
、地

元
に
帰
っ
て
き
て
、中
学
校
や

高
校
で
音
楽
の
講
師
を
し
て
い

る
人
も
い
る
こ
と
に「
少
年
少

女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、教
育
委

員
会
の
持
ち
物
と
し
て
は
、最

高
の
人
材
育
成
機
関
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま

し
た
。

◎
５
期
生
・
石
原
志
織
さ
ん

　
平
成
　
年
の
ウ
ィ
ー
ン
遠
征

１２

に
参
加
し
、本
場
の
雰
囲
気
を

味
わ
っ
た
こ
と
で
大
き
な
刺
激

を
受
け
て
帰
っ
て
き
た
石
原
志

織
さ
ん
は「
も
う
一
度
ウ
ィ
ー

ン
に
行
き
た
い
と
思
い
、そ
れ

が
音
楽
を
志
す
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。そ
の

後
、大
学
に
進
学
し
て
音
楽
を

学
び
、卒
業
後
は
地
元
に
戻
っ

て
、現
在
は
梁
瀬
中
学
校
で
音

楽
講
師
を
し
て
い
ま
す
。　

　
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

演
奏
の
輪
に
も
加
わ
っ
て
い
る

西
垣
さ
ん
は
、３
月
　
日
に
少

２２

年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
出
身
者

で
行
う
演
奏
会「
但
馬
の
若
き

演
奏
家
た
ち
」に
出
演
し
ま
す
。

◎
　
期
生
・
足
立
か
お
り
さ
ん

１２
　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
音
楽
が
好

き
だ
っ
た
と
い
う
足
立
か
お
り

さ
ん
。
入
団
し
て
楽
器
を
演
奏

す
る
う
ち
に
、音
楽
の
道
を
目

指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、音
楽
の
専
門
学
科
が

あ
る
県
立
西
宮
高
校
で
オ
ー
ボ

エ
を
学
び
、４
月
か
ら
は
大
学

で
専
門
的
に
音
楽
を
勉
強
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
足
立
さ

ん
の
将
来
の
夢
は「
プ
ロ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
入
る
こ
と
」
。

　
普
段
は
学
校
の
寮
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
が
、月
に
数
回
は
少

年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
練
習

に
参
加
す
る
た
め
帰
省
し
ま
す
。

「
大
学
生
に
な
っ
て
今
よ
り
も

遠
い
と
こ
ろ
に
進
学
し
て
も
、

帰
っ
て
来
れ
る
と
き
に
は
練
習

に
参
加
し
た
い
で
す
」と
離
れ

て
い
て
も
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
へ
の
愛
着
は
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
。

て
、楽
器
を
演
奏
す
る
。楽
器
や

演
奏
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
け
れ

ば
、先
輩
が
後
輩
を
見
て
あ
げ

る
。そ
う
や
っ
て
団
員
同
士
で

助
け
合
っ
て
全
体
を
よ
く
し
て

い
く
。そ
う
い
う
人
間
形
成
と

い
う
面
で
も
、と
て
も
い
い
こ

と
を
し
て
い
る
の
で
、こ
の
形

が
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
い

け
た
ら
い
い
で
す
ね
」と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
一
人
で
、ほ
か
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
も
指
導
の
経

験
が
あ
る
南
出
信
一
さ
ん
は

「
団
員
の
年
齢
に
幅
が
あ
り
、大

学
で
音
楽
を
学
ん
で
プ
ロ
の
よ

う
な
知
識
を
持
っ
た
団
員
も
、

は
じ
め
て
楽
器
を
持
っ
た
と
い

う
団
員
も
、み
ん
な
一
緒
に
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
る

―
そ
れ
が

ほ
か
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
な

い
、『
朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
』の
特
徴
で
す
」と
話
し

ま
す
。

　「
こ
の
人
口
規
模
の
ま
ち
で
、

現
在
、高
校
や
大
学
で
専
門
的

和田山公民館で行われる全体練習のようす

♪♪
指指
揮
者
・
講
師（
ラ
イ
ツ
室
内
管
弦
楽
団

揮
者
・
講
師（
ラ
イ
ツ
室
内
管
弦
楽
団
））

南
出
信
一
さ

南
出
信
一
さ
んん

♪♪
団
員
の

団
員
の
話話

５期生
石原志織さん
（東町区）

講師・指揮者
ライツ室内管弦楽団
南出信一さん（宝塚市）

８期生
西垣茉莉さん
（玉置区）

１２期生
足立かおりさん
（白井区）

広報 朝朝来来 ６



　
地
域
の
新
し
い
音
楽
文
化
づ

く
り
の
担
い
手
と
し
て
結
成
さ

れ
た
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

団
員
の
努
力
と
熱
意
、関
係
者

の
支
え
が
一
つ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
奏
で
た
結
果
、　
年
も
の
長

２０

い
間
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。さ
ら
に
、試
行
錯
誤

と
 紆
 余
曲
折
を
経
て「
朝
来
市

う

少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」ス

タ
イ
ル
と
も
い
う
べ
き
独
自
の

指
導
体
制
と
す
ば
ら
し
い
人
材

育
成
の
仕
組
み
を
確
立
。こ
の

　
年
の
取
り
組
み
が
一
つ
の
契

２０

機
と
な
り
、地
域
に
音
楽
文
化

の
す
そ
野
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
音
楽
文
化
発
展
の
け

ん
引
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
。今
後
の
さ
ら
な
る
飛
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
に
は
定
期
演
奏
会
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。ク
ラ
ッ
シ

ク
を
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
の
な

い
皆
さ
ん
も
、ま
ず
は
少
年
少

女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
聞

く
こ
と
か
ら
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音

楽
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

♪小学校３年生を中心に募集…バイオリンの基礎

　練習から始めます。

♪学年を問わず募集…管楽器・打楽器を希望する人

練習日　毎週２回（火曜日１８時３０分～２０時、土曜

　　　　日１５時～１７時）

会場　和田山公民館

申込方法　各小中学校の先生を通じて申し込んで

　　　　　ください。

期日　２月２０日（土）　開場１３時４０分

　　　入団式：１４時～　定期演奏会：１４時４０分～

会場　和田山ジュピターホール

演奏曲目　

■問い合わせ先　朝来市少年少女オーケストラ事務局（和田山公民館）　☎６７２－０１８８

第２２期生入団式・第１７回定期演奏会第２２期生団員募集中
　朝来市少年少女オーケストラでは、第２２期生の

団員を募集しています。

　音楽の好きな人、バイオリンが弾けるようにな

りたい人、みんなでオーケストラを楽しみたい人

…興味のある人は、ぜひ応募してください。

・デュカス作曲

　交響詩「魔法使いの弟子」

・Ｊ．ウィリアムズ作曲

　映画ハリー・ポッターより

　「炎のゴブレット」

・小島里美編曲、南出信一補作

　「日本おとぎ話ラプソディー」

・チャイコフスキー作曲

　「スラブ行進曲」

入場無料、全席自由

お知らお知らせせ

演奏って楽しいね！
　平成２１年２月に入団、１年間バイオリンの練習を

重ね、１２月のクリスマスコンサートでオーケストラ

デビューした第２１期生に話を聞きました。

　
バ
イ
オ
リ
ン
は
、す

ぐ
に
は
音
を
出
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、

１
年
間
練
習
し
た
ら
、

き
れ
い
な
音
が
出
る
よ

う
に
な
っ
て
、曲
も
演

奏
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
次
の
新
し
い
曲

も
演
奏
で
き
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

　
先
生
や
先
輩
が
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
て
、音

が
き
れ
い
に
で
る
よ
う

に
な
り
、い
ろ
ん
な
人

に
演
奏
を
聴
い
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
は
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。次
は
フ
ル
ー
ト
を

担
当
し
ま
す
が
、こ
ち

ら
も
上
手
に
弾
け
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

小田垣双葉さん
（末歳区）

　
最
初
は
き
れ
い
な
音

が
出
な
か
っ
た
け
ど
、

た
く
さ
ん
練
習
し
て
上

手
に
音
を
出
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
は
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　
自
分
で
弾
い
て
み
た

い

曲

が

あ

る

の

で
、

も
っ
と
上
手
に
な
っ
て

演
奏
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

関口愛里彩さん
（柳原区）

荒木智哉くん
（寺内区）

地
域
に
根
付
き
始
め
た
音
楽
文

地
域
に
根
付
き
始
め
た
音
楽
文
化化

平成２２年２月平成２２年２月号号７
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市
で
の
実
施
対
象
と
調
査
の

内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
学
年
と
学
校
数
・
人
数
  

●
小
学
校
６
年
生

・
　
校
　
３
２
８
人

１１
●
中
学
校
３
年
生

・
４
校
　
３
４
０
人

調
査
の
内
容
　
　
　
　
　
　

●
学
力
調
査（
国
語
、算
数
・
数

　
学
）

・「
知
識
」に
関
す
る
調
査

・「
活
用
」に
関
す
る
調
査

●
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
な
ど

　
に
関
す
る
質
問
紙
調
査

・
児
童
生
徒
へ
の
調
査

・
学
校
へ
の
調
査

　
学
力
調
査
の
各
科
目
ご
と
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
児
童
生
徒
と
も
に
、「
知
識
」

に
関
す
る
問
題
は
お
お
む
ね
理

解
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、「
活

用
」に
関
す
る
問
題
で
は
、知
識

や
技
能
を
活
用
す
る
力
、
特
に

「
書
く
」こ
と
に
課
題
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

●
理
解
で
き
て
い
る
点

　（
小
…
小
学
校
６
年
生
児
童
、

　
中
…
中
学
校
３
年
生
生
徒
）

・
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
書

　
い
た
り
す
る
基
本
的
な
事
項

　
が
理
解
で
き
て
い
ま
す
。

　
小
 中

・
は
が
き
の
表
書
き
に
必
要
な

　
事
項
を
お
お
む
ね
理
解
し
て

学力調査開始前に解答用紙に名前を記入する梁瀬小６年生児童

　
文
部
科
学
省
は
昨
年
度
に
続
き
、平
成
　
年
４
月
　
日
に
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３

２１

２１

年
生
を
対
象
に
し
た「
第
３
回
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」を
全
国
一
斉
に
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、学
力
と
学
習
環
境
、学
力
と
生
活
習
慣
と
の
関
係
を
自
治
体
や
学
校
、児

童
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
と
、改
善
に
役
立
て
継
続
的
な
検

証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
。朝
来
市
で
も
、市
内
の
小
学
校
６
年
生

３
２
８
人
と
中
学
校
３
年
生
３
４
０
人
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
月
の
広
報
で
は
、そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
　
年
度

２１

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
 市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
のののののののののののののののののののの
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
のののののののののののののののののののの
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

市
の
小
・
中
学
校
の
結
果

学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
概
要

国
語
  「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
は
お
お
む
ね
理
解
、知
識
や
技
能「
活
用
」力
に
課
題

算
数
・
数
学
  「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
は
お
お
む
ね
理
解
、解
答
の
根
拠
を
文
章
で
説
明
す
る「
活
用
」力
に
課
題

学
力
調
査
の
結
果

算数の授業で、紙を切って実際に
箱を作り、立方体や直方体につい
て学ぶ粟鹿小３年生児童
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小
数
の
除
法
な
ど
の
計
算
が

　
で
き
て
い
ま
す
。 

・
概
数
で
表
す
こ
と
や
偶
数
の

　
意
味
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

　
ま
す
。

・
分
度
器
の
目
盛
り
を
読
む
こ

　
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

・
長
方
形
や
直
角
三
角
形
、平

　
行
四
辺
形
の
定
義
や
性
質
を

　
よ
く
理
解
し
て
い
ま
す
。

・
三
角
形
の
面
積
を
、正
確
に

　
求
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

　
す
。

・
グ
ラ
フ
か
ら
必
要
な
数
量
を

　
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
て
い

　
ま
す
。

●
課
題
の
あ
る
点

・
資
料
を
整
理
し
、
表
を
使
っ

　
て
分
類
整
理
す
る
こ
と
が
苦

　
手
で
す
。

・
必
要
な
情
報
を
選
択
し
、求

　
め
方
を
式
に
表
す
こ
と
が
苦

　
手
で
す
。

・
示
さ
れ
た
解
決
方
法
を
理
解

　
し
、見
方
を
変
え
た
別
の
解

　
決
方
法
を
考
え
、そ
れ
を
記

　
述
す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。

・
情
報
を
整
理
選
択
し
筋
道
を

　
立
て
て
考
え
、判
断
し
、
理
由

　
を
記
述
す
る
こ
と
が
苦
手
で

　
す
。

・
割
合
の
大
小
を
判
断
し
、そ

　
の
理
由
を
記
述
す
る
こ
と
が

　
苦
手
で
す
。

・
与
え
ら
れ
た
条
件
に
合
う
時

　
刻
を
筋
道
を
立
て
て
考
え
、

　
時
刻
表
か
ら
選
択
す
る
こ
と

　
が
苦
手
で
す
。

数
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
活
用
」に
関
す
る
問
題
で
の

正
答
率
が
低
い
結
果
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
、自
分
で
計
算
を
進

め
て
答
え
を
求
め
た
り
、
証
明

を
書
い
た
り
、文
章
で
説
明
し

た
り
す
る
問
題
に
つ
い
て
無
回

答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

●
理
解
で
き
て
い
る
点

・
比
の
式
や
減
法
と
乗
法
の
混

　
合
し
た
整
数
の
計
算
が
で
き

　
て
い
ま
す
。

・
文
字
式
の
乗
法
な
ど
の
基
本

　
的
な
計
算
が
で
き
て
い
ま
す
。

・
立
体
の
見
取
図
と
展
開
図
の

　
関
係
や
回
転
体
の
で
き
方
の

　
理
解
が
で
き
て
い
ま
す
。

・
対
頂
角
や
三
角
形
の
合
同
条

　
件
、
線
対
称
な
ど
の
基
礎
的

　
な
図
形
に
対
す
る
理
解
が
で

　
き
て
い
ま
す
。

・
座
標
平
面
に
点
を
と
る
こ
と

国語の授業で漢字の読み方、書
き方を学ぶ中川小１年生児童

　
い
ま
す
。
小

・
説
明
文
を
読
み
、段
落
の
内

　
容
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と

　
が
で
き
て
い
ま
す
。
小

・
司
会
者
の
話
し
合
い
の
進
め

　
方
の
良
さ
を
お
お
む
ね
と
ら

　
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

小

・
筆
者
の
考
え
を
自
分
の
言
葉

　
で
書
き
換
え
た
り
要
約
し
た

　
り
す
る
力
は
、県
や
全
国
平

　
均
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま

　
す
。小

・
授
業
の
中
で
、自
分
の
考
え

　
を
分
か
る
よ
う
に
話
し
た
り

　
書
い
た
り
す
る
よ
う
気
を
つ

　
け
て
い
ま
す
。
小

 ・
本
文
の
展
開
に
即
し
て
内

　
容
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

　
て
い
ま
す
。
中

・
話
の
内
容
か
ら
必
要
な
情
報

　
を
的
確
に
取
り
出
す
こ
と
が

　
で
き
て
い
ま
す
。
中

・
聞
い
た
話
の
中
に
必
要
な
情

　
報
が
含
ま
れ
て
い
る
か
を
判

　
断
し
、適
切
に
質
問
す
る
こ

　
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
中

・
語
句
に
注
意
し
、そ
の
効
果

　
的
な
使
い
方
に
気
づ
く
こ
と

　
が
で
き
て
い
ま
す
。
中

・
語
句
の
意
味
を
理
解
し
、文

　
脈
の
中
で
敬
語
や
接
続
詞
を

　
適
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
て

　
い
ま
す
。
中

●
課
題
の
あ
る
点

・
表
現
の
工
夫
に
つ
い
て
の
良

　
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
苦
手
で

　
す
。
小

・
２
つ
以
上
の
内
容
が
含
ま
れ

　
た
文
を
接
続
詞
を
使
っ
て
内

　
容
ご
と
に
分
け
て
書
く
こ
と

　
が
苦
手
で
す
。
小

・
書
写
の
問
題
で
、文
字
の
大

　
き
さ
や
配
列
を
意
識
で
き
て

　
い
な
い
児
童
が
多
く
い
ま
す
。

小

・
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
必
要

　
な
事
柄
を
整
理
し
、事
象
や

　
意
見
な
ど
を
関
連
づ
け
て
書

　
く
力
が
弱
い
で
す
。
小

・
長
文
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り

　
す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。
小

・
字
数
制
限
が
設
け
ら
れ
た
中

　
で
の
解
答
の
仕
方
に
課
題
が

　
あ
り
ま
す
。
小

・
短
歌
の
形
式
に
従
っ
て
意
味

　
の
ま
と
ま
り
を
つ
か
む
こ
と

　
が
苦
手
で
す
。中

・
文
章
と
補
助
資
料
と
の
か
か

　
わ
り
を
理
解
す
る
こ
と
が
弱

　
い
で
す
。中

・
文
章
を
読
む
時
、段
落
や
話

　
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
内
容
を

　
理
解
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が

　
苦
手
で
す
。中

・
古
文
と
現
代
語
訳
と
を
対
応

　
さ
せ
て
内
容
を
と
ら
え
る
こ

　
と
が
苦
手
で
す
。中

・
辞
書
を
活
用
し
て
、語
句
の

　
意
味
を
適
切
に
書
く
こ
と
が

　
課
題
で
す
。中

算
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　「
知
識
」に
関
す
る
問
題
で
は
、

県
や
全
国
の
平
均
よ
り
正
答
率

が
高
く
、お
お
む
ね
学
習
内
容

が
理
解
で
き
、基
本
的
な
計
算

能
力
が
身
に
つ
い
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

　「
活
用
」に
関
す
る
問
題
は
、

解
答
の
根
拠
を
式
だ
け
で
な
く

文
章
で
説
明
し
て
い
く
問
題
に

課
題
が
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ

ま
し
た
。

　
両
方
の
問
題
と
も
、無
回
答

の
傾
向
が
県
、全
国
平
均
よ
り

低
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

あ
き
ら
め
ず
に
取
り
組
む
姿
勢

が
分
か
り
ま
し
た
。

●
理
解
で
き
て
い
る
点

・
整
数
の
加
法
、乗
法
、除
法
や

各小中学校では、基礎的な学力の定着のために、始業前
の１０～１５分間、児童生徒が「朝読書」や、漢字や英単語
の書き取り学習、計算練習を繰り返し行う「朝ドリル」
に取り組んでいます（写真は梁瀬中１年生）
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が
で
き
て
い
ま
す
。

・
演
算
の
約
束
を
見
つ
け
て
計

　
算
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

　
す
。

●
課
題
の
あ
る
点

・
文
字
式
が
表
す
意
味
の
説
明

　
や
等
式
の
変
形
、文
字
式
を

　
使
っ
た
証
明
が
苦
手
で
す
。

・
平
行
四
辺
形
の
性
質
や
垂
直

　
二
等
分
線
、角
の
二
等
分
線
、

　
垂
線
の
区
別
な
ど
図
形
の
性

　
質
の
理
解
が
不
十
分
で
す
。

・
２
つ
の
角
が
等
し
い
こ
と
を

　
式
で
表
し
た
り
、
三
角
形
の

　
合
同
の
証
明
を
す
る
こ
と
が

　
苦
手
で
す
。

・
比
例
や
反
比
例
、一
次
関
数

　
の
式
を
求
め
た
り
一
次
関
数

　
の
性
質
を
利
用
し
て
説
明
す

　
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。

・
二
元
一
次
方
程
式
の
解
と
一

　
次
関
数
の
グ
ラ
フ
の
関
係
の

　
理
解
が
不
十
分
で
す
。

・
確
率
の
性
質
の
理
解
や
場
合

　
の
数
や
確
率
を
求
め
る
こ
と

　
が
苦
手
で
す
。

　
学
習
状
況
調
査
の
結
果
か
ら

次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

起
床
・
就
寝
、食
事
の
時
間
    

○
児
童
生
徒
の
多
く
が
、
決
ま

　
っ
た
時
刻
に
起
床
し
て
い
ま

学
習
状
況
調
査
の
結

果

　
す
。児
童
の
多
く
は
、６
時
か

　
ら
７
時
の
間
、生
徒
の
多
く

　
は
６
時
か
ら
７
時
　
分
の
間

３０

　
に
起
床
し
て
い
ま
す
。

○
児
童
生
徒
の
多
く
は
、毎
日

　
朝
食
を
食
べ
、準
備
物
の
確

　
認
を
し
て
か
ら
登
校
し
て
い

　
ま
す
。

○
家
族
と
と
も
に
夕
食
を
食
べ

　
る
割
合
は
、昨
年
度
の
調
査

　
の
結
果
と
比
べ
る
と
増
加
し

　
て
い
ま
す
。一
方
で
、家
族
と

　
一
緒
に
食
事
を
す
る
生
徒
の

　
割
合
は
、児
童
と
比
べ
る
と
、

　
朝
食
、夕
食
と
も
に
減
少
し

　
て
い
ま
す
。

○
家
族
と
一
緒
に
朝
食
や
夕
食

　
を
と
る
児
童
生
徒
は
、県
や

　
全
国
平
均
の
割
合
よ
り
も
高

　
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
就
寝
時
刻
は
児
童
は
　
時
か

２１

　
ら
　
時
、
生
徒
は
　
時
～
　

２３

２３

２４

　
時
ま
で
が
多
数
。し
か
し
、　２３

　
時
以
降
に
な
っ
て
い
る
児
童

　
は
　
㌫
、
　
時
以
降
に
な
っ

１２

２４

実感を伴う実験を通して理科の学
習をする竹田小５年生児童

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
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虚
虚
虚
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虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
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許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

～小学校６年生算数「活用」に関する問題から～課題が見つかったのはこの問題!!

答え　

　　　２０cm

説明

　紙のたての長さは８０cmです。

　円がたてに2つならんでいるので、８０÷２＝

４０ で直径の長さを求めました。

　半径の長さは直径の半分なので、４０÷２＝２０

で半径の長さを求めました。

　だから、半径の長さは20 cmです。

式　８０÷２＝４０

　　４０÷２＝２０

　ゆうじさんと同じ求め方で、紙の横の長さを

使って、１つの円の半径の長さを求めると、どのよ

うな式と説明になりますか。

　下にある求め方の、２つの式の 　　 の中に入る

数を、〔　〕の中には言葉と式を入れましょう。

答え　

　　　２０cm

説明

　紙の横の長さは１２０cmです。

　だから、半径の長さは20 cmです。

式　１２０÷  ① ＝ ② 

　　 ③ ÷ ④ ＝ ⑤ 

※問題の答えは１１ページの欄外

この問題から次のことが分かりました

　縦の長さを使って解決方法が提示されています

が、その解き方を理解できないまま、又は利用しな

いで解答している児童が多く見られました。

　三角形の面積や円の直径、半径等を計算で求め

ることはできていますが、日常の事象を数理的に

とらえる経験が不足していると考えられます。実

際の生活に結び付け、算数的な作業や体験を取り

入れた実感的な理解や条件を考慮して筋道を立て

て考えていく力をつけていく必要があります。

⑥

　下の図のように、6つの円の中に「子どもまつ

り」と書かれた長方形の紙があります。

　紙のたての長さは８０ cm、横の長さは１２０ cmで、

図のように、紙いっぱいに６ つの同じ大きさの円

がかかれています。

　これと同じものを作りたいので、１つの円の半

径の長さが何cmになるかを求めます。

　ゆうじさんは、紙のたての長さを使って、1 つの

円の半径の長さを、次のように求めました。

ゆうじさんの求め方

広報 朝朝来来 １０



料
や
計
算
で
得
ら
れ
た
結
果
を
、

実
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に

活
用
さ
せ
て
い
く
力
に
課
題
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、今
後
の
授

業
の
中
に
実
際
の
生
活
場
面
に

即
し
た
体
験
や
実
感
を
伴
う
活

動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
さ
ら

に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
　
そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
は
、

学
習
を
１
学
年
単
位
で
考
え
る

の
で
は
な
く
、小
学
校
１
年
生

か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
９

年
間
を
学
習
の
一
連
と
と
ら
え
、

系
統
性
の
あ
る
学
習
が
必
要
で

あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、本
年
度
か
ら
、

小
・
中
連
携
の
体
制
作
り
の
骨

格
を
固
め
ま
し
た
。今
後
、こ
の

連
携
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
に
活

用
し
、よ
り
連
続
性
の
あ
る
教

育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
中
で
も
お
互

い
が
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
り
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
互
い
に
よ

り
良
い
信
頼
関
係
に
あ
る
こ
と

に
よ
り
、児
童
生
徒
の
学
力
が

向
上
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
や
市
を
挙
げ

て
児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
て
い
る
生
徒
は
　
㌫
あ
り
、

３０

　
年
々
遅
く
な
る
傾
向
に
あ
り

　
ま
す
。

　
生
活
の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い

こ
と
や
、基
本
的
生
活
習
慣
の

確
立
は
、児
童
生
徒
の
生
活
や

学
習
な
ど
す
べ
て
の
基
礎
と
な

り
ま
す
。睡
眠
時
間
の
確
保
や

朝
食
の
摂
取
を
さ
ら
に
確
実
に

し
、子
ど
も
た
ち
の
健
康
、や
る

気
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
児
童
生
徒
が
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ

　
Ｄ
を
見
た
り
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

　
を
し
た
り
す
る
時
間
は
、２

　
時
間
　
分
程
度
で
す
。

４０

○
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

　
す
る
時
間
は
、１
時
間
　
分
２０

　
程
度
で
、県
や
国
の
平
均
時

　
間
よ
り
　
分
程
度
長
く
な
っ

２０

　
て
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
と
も
に
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
時
間
を
合
計
す
る
と
４
時

間
以
上
に
な
る
割
合
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
利

用
時
間
の
長
い
家
庭
で
は
具
体

的
な
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
児
童
の
約
　
㌫
、
生
徒
の
約

１５

　
　
㌫
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て

４０
　
い
ま
す
。そ
の
割
合
は
、県
や

　
全
国
に
比
べ
る
と
低
い
も
の

　
の
、年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、毎
日
使
用
し
て
い
る

　
生
徒
は
　

㌫

程
度
。そ
の
半

２０

　
数
は
、家
庭
で
使
用
に
つ
い

　
て
の
決
ま
り
ご
と
が
な
か
っ

　
た
り
、
あ
っ
た
と
し
て
も
守

　
っ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
い

　
ま
す
。

　
児
童
生
徒
に
携
帯
電
話
を
持

た
せ
て
い
る
家
庭
で
は
、使
用

方
法
な
ど
に
十
分
な
配
慮
が
必

要
で
す
。

地
域
へ
の
関
心
　
　
　
　
    

○
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
や

　
自
然
に
対
し
て
の
興
味
や
関

　
心
は
あ
ま
り
高
く
は
あ
り
ま

　
せ
ん
が
、地
域
の
行
事
に
は

　
児
童
の
約
　
㌫
、
生
徒
の
約

９０

　
　
㌫
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

５０
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど

を
通
し
て
、地
域
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、地
域
に
愛
着
を

持
ち
、積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
大
切

で
す
。

家
庭
学
習
　
　
　
　
　
　
    

○
宿
題
は
毎
日
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、国
や
県
と
比
較
し

　
て
復
習
を
す
る
児
童
生
徒
が

　
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。生

　
徒
の
家
庭
学
習
の
時
間
は
、

　
過
去
の
調
査
と
比
較
す
る
と

　
　
分
程
度
短
く
な
っ
て
い
ま

２０
　
す
。

　
生
徒
の
家
庭
学
習
の
時
間
が

減
少
し
て
い
る
の
で
、家
庭
学

習
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
宿
題
を
し
て
い
る
割
合
は

県
・
国
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、家
庭
学
習
は
宿
題
が
中

心
で
、予
習
や
復
習
を
し
な
い

児
童
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
 確
か
な
学
力
を
身
に
付
け

る
た
め
に
も
、予
習
・
復
習
の
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

読
書
　
　
　
　
　
　
　
　
    

○
読
書
好
き
な
児
童
生
徒
が
多

　
く
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

　
読
書
時
間
は
、平
日
は
　
～
２０

　
　
分
が
多
く
、　
分
以
下
は

３５

１０

　
約
半
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。学

　
校
の
図
書
館
や
地
域
の
図
書

　
館
に
ほ
と
ん
ど
行
か
な
い
児

　
童
は
約
　
㌫
、
生
徒
は
　
㌫

３０

６０

　
以
上
い
ま
す
。

　
読
書
は
学
力
ア
ッ
プ
の
第
一

歩
。す
べ
て
の
学
力
の
基
礎
を

養
い
ま
す
。読
書
を
習
慣
化
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

生
き
方
　
　
　
　
　
　
　
    

○
自
分
に
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る

　
と
考
え
て
い
る
児
童
生
徒
の

　
割
合
は
県
・
国
と
比
較
す
る

　
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

　
か
し
、そ
の
割
合
は
生
徒
に

　
な
る
と
低
下
し
て
い
ま
す
。

○
難
し
い
こ
と
に
意
欲
的
に
取

　
り
組
む
こ
と
や
、夢
や
目
標

　
を
持
つ
児
童
生
徒
の
割
合
が

　
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
に
自
信
を
持
つ
こ
と
や

将
来
へ
の
夢
や
目
標
を
持
た
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
の
市
の
結
果
は
、全
国

的
な
傾
向
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、資

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、携
帯
電
話

今
後
に
向
け
て

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
緯
６
７
７－

２
１
１
５

※１０ページの答え　①：３　②：４０　③：４０　④：２　⑤：２０　

　⑥円が横に３つならんでいるので、１２０÷３＝４０ で直径の長さを求めました。

　　半径の長さは直径の半分なので、４０÷２＝２０ で半径の長さを求めました。

宮区の石部神社で毎年１０月に行われる宮神
楽では、小学生たちが伊勢音頭を踊り、地元の
伝統行事に参加しています

読書に親しむ取り組みとして、生野小学校では毎
週木曜日の朝、５、６年生の図書委員が１年生の教
室に出向いて紙芝居などの読み聞かせを行ってい
ます

平成２２年２月平成２２年２月号号１１



　
生
野
書
院
に
は
、明
治
初
年
の

生
野
町
絵
図（
市
指
定
文
化
財
。
美

術
工
芸
品
）が
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
同
絵
図
に
は
、近
代
化
に
向
け

て
歩
み
は
じ
め
た
生
野
の
姿
が
い

き
い
き
と
描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
最
大
の
特
徴
は
、生
野
県
庁

舎
と
し
て
も
使
わ
れ
た
生
野
代
官

所
の
跡
地
を
通
過
す
る
道
路
で
、

人
々
が
行
き
交
う
様
子
と
と
も
に

物
資
輸
送
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
が
生
野
鉱
山

寮
馬
車
道
＝
通
称「
銀
の
馬
車
道
」

で
、現
在
で
は
、御
領
所
通
り
な
ど

の
町
内
の
主
要
道
路
が
そ
れ
に
該

当
し
ま
す
。

　
生
野
鉱
山
は
、大
同
２
年（
西
暦

８
０
７
年
）に
は
じ
め
て
銀
が
発

見
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、中
世
か

ら
近
世
に
は
そ
の
時
代
の
重
要
な

経
済
的
基
盤
と
な
っ
た
日
本
一
の

規
模
を
誇
る
鉱
山
で
す
。
同
鉱
山

の
歴
史
の
中
で
最
も
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
の
が
、明
治
時
代
に
行

わ
れ
た
鉱
山
の
近
代
化
で
す
。　

　
明
治
政
府
は
、欧
米
列
強
に
追

い
つ
く
た
め
に
殖
産
興
業
（
生
産

を
増
や
し
、産
業
を
興
す
こ
と
）政

策
を
推
進
。生
野
鉱
山
は
、そ
の
政

策
の
中
で
、
日
本
の
モ
デ
ル
鉱
山

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
鉱
山
は
、フ
ラ
ン
ス
か
ら
鉱

山
技
師
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
コ
ア
ニ
エ

氏
が
招
き
入
れ
、
採
鉱
方
法
を
そ

れ
ま
で
の
手
掘
り
か
ら
機
械
力
を

導
入
し
た
方
法
に
変
更
す
る
な
ど

広報 朝朝来来 １２

明治初年の生野町絵図（部分）。生野書院蔵

市政フラッシ市政フラッシュュ
　
市
が
市
制
施
行
５
周
年
を
記
念
し

て
公
募
し
て
い
た
市
の
花
と
木
が
、

花
は「
さ
く
ら
」、木
は「
け
や
き
」に

決
ま
り
ま
し
た
。

　
市
の
花
と
木
は
、平
成
　
年
９
月

２１

１
日
か
ら
　
日
に
か
け
て
市
内
在
住

３０

か
在
勤
の
人
を
対
象
に
公
募
。花
に

は
２
百
　
人
、木
に
は
２
百
　
人
か

７８

７５

ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、朝
来
市
の
歌
・
花
・

木
等
選
定
委
員
会（
的
場
文
夫
委
員

長
）が
市
の
花
と
木
の
候
補
と
し
て

市
の
花
に「
さ
く
ら
」を
、市
の
木
に

「
け
や
き
」を
選
定
し
、平
成
　
年
　

２１

１１

月
６
日
に
市
に
そ
の
結
果
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
た
市
は
、　
月
の
定

１２

例
市
議
会
に
市
の
花
と
木
を
そ
れ
ぞ

れ「
さ
く
ら
」「
け
や
き
」と
す
る
こ
と

を
提
案
。平
成
　
年
　
月
　
日
に
可

２１

１２

２５

決
さ
れ
、市
の
花
と
木
と
し
て
正
式

に
決
ま
り
ま
し
た
。

の
花
は「
さ
く
ら
」に
、木
は「
け
や
き
」に
決
ま
る

市市市の花「さくら」　
選定理由：市内に多くある
ことなどから最も市民に親
しまれている花として選定。
また、公募の結果でも、最も
多く応募のあった花で、日
本を代表する花でもありま
す。「さくら」の中には、ソメ
イヨシノや山桜などすべて
の種類を含んでいます（写
真は円山川（竹田地区）沿い
に咲き誇るサクラ）

▲

　市の木「けやき」
選定理由：国指定の天然記
念物である「八代の大ケヤ
キ」や県指定天然記念物で
ある延応寺（生野町口銀谷）
の大ケヤキに代表されるよ
うに、朝来の地にしっかり
根を張って空高く大きく育
っている木であり、公募の
結果でも、最も多く応募の
あった木でした（写真は延
応寺の大ケヤキ（左。生野町
口銀谷）と八代の大ケヤキ）

▼

生野の景観生野の景観②②
「銀の馬車道「銀の馬車道」」

第２７回



平成２２年２月平成２２年２月号号１３

新
型
の
鉱
山
開
発
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
結
果
、生
野
鉱
山
は
着
実

に
近
代
化
の
様
相
を
み
せ
、
活
気

を
帯
び
て
き
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

そ
れ
ま
で
の
明
治
政
府
の
強
行
的

な
政
策
の
進
め
方
に
不
満
が
く
す

ぶ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、鉱
山
開

発
の
た
め
の
大
型
機
械
な
ど
の
物

資
輸
送
に
対
す
る
不
満
が
加
わ
っ

て
人
々
の
怒
り
が
爆
発
。
完
成
間

近
の
生
野
鉱
山
機
械
所
を
破
壊
す

る
な
ど
の
暴
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、政
府
は
旧
来

の
物
資
輸
送
方
法
を
改
革
す
る
事

業
に
着
手
。明
治
９
年
８
月
、そ
れ

ま
で
に
な
か
っ
た
画
期
的
な
道
路

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。生
野
と
姫

路
の
飾
磨
間
を
結
ぶ
約
　
㌔
の
輸

５０

送
道
路

―
そ
れ
が
生
野
鉱
山
寮

馬
車
道
で
し
た
。

　
こ
の
馬
車
道
は
、
当
時
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
最
新
技
術
で
あ
る
マ
カ

ダ
ム
式
の
舗
装
方
法
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
は
、道
路
を
水
田
よ

り
　
㌢
高
く
し
、 あ
ら
石
や
小
石
、

６０
玉
砂
利
の
順
に
敷
き
つ
め
る
も
の
。

雨
な
ど
の
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、

馬
車
の
す
れ
違
い
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、物
資
を
非

常
に
早
く
輸
送
で
き
る
よ
う
に
な

り
、生
野
か
ら
飾
磨
港
ま
で
の
輸

送
経
費
が
８
分
の
１
に
ま
で
低
減

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
か
ら
、こ
の
馬
車
道
は
日
本

初
の
高
速
道
路
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
生
野
か
ら
掘
り
出
さ
れ
る
鉱
石

を
す
ば
や
く
効
率
的
に
運
び
、積

出
し
港
で
あ
る
飾
磨
港
か
ら
大
阪

の
製
錬
所
へ
送
る
こ
と
を
可
能
に

し
た
こ
の
馬
車
道
は
、当
時
の
殖

産
興
業
政
策
に
よ
る
近
代
化
へ
の

道
の
り
を
も
加
速
度
的
に
早
め
て

い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。し
か
し

こ
の
馬
車
道
も
利
用
頻
度
が
高
ま

る
に
つ
れ
て
、次
第
に
鉄
道
建
設

へ
の
動
き
が
お
こ
り
、明
治
　
年
２８

の
播
但
鉄
道
の
開
始
と
と
も
に
物

資
輸
送
の
幹
線
道
路
と
し
て
の
役

割
を
終
え
た
の
で
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

　
市
は
１
月
　
日
、山
東
老
人
福
祉

１７

セ
ン
タ
ー
で
、「
還
暦
お
祝
い
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、還
暦
を
迎
え
る
昭
和
　２５

年
生
ま
れ
の
人
を
対
象
に
、健
康
相

談
や
講
演
を
通
し
て
、還
暦
を
節
目

に
ま
す
ま
す
元
気
で
す
ご
し
て
も
ら

お
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
。今
年
還

暦
を
迎
え
る
　
人
の
参
加
者
は
、大

２３

阪
大
学
大
学
院
准
教
授
の
大
平
哲
也

さ
ん
の「
は
つ
ら
つ
と
生
き
る
～
笑

う
門
に
は
福
来
る
～
」と
題
し
た
講

演
を
聴
講
。笑
い
と
健
康
の
関
係
を

時
折
ユ
ー
モ
ア
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

話
す
大
平
さ
ん
の
講
演
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。講
演
の
後
、参

加
者
は
、会
場
内
で
行
っ
た
血
圧
測

定
や
問
診
結
果
な
ど
を
基
に
、保
健

師
か
ら
健
康
状
態
や
生
活
習
慣
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

気
で
健
康
で
い
ら
れ
る
た
め
に

元元
　
市
消
防
本
部
は
１
月
６
日
、同
本

部
屋
外
訓
練
場
で
平
成
　
年
の「
訓

２２

練
始
め
」を
行
い
ま
し
た
。

　
救
助
訓
練
で
は
、市
民
や
関
係
者

ら
約
百
人
が
見
守
る
中
、「
地
震
に
よ

り
建
物
が
倒
壊
し
、要
救
助
者
が
多

数
発
生
し
た
」と
の
想
定
で
、爆
竹
の

音
を
合
図
に
開
始
。署
員
　
人
と
車

５０

両
７
台
が
出
動
し
、が
れ
き
に
埋

ま
っ
た
人
や
建
物
の
３
階
か
ら
宙
づ

り
に
な
っ
た
要
救
助
者
を
救
出
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
今
年
の
 干
支
 「ト
ラ
」を
描

え

と

い
た
的
に
向
け
、消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、訓
練
を

締
め
く
く
る
と
、会
場
か
ら
は
、俊
敏

で
確
実
な
隊
員
の
動
き
に
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
訓
練
実
施

安安

生野鉱山寮馬車道とトロッコ道（写真は大正期）

今年の干支「トラ」が描かれた的に一斉放水す
る消防署員

血圧や問診のデータから健康面
のアドバイスを受ける参加者



　
和
田
山
公
民
館
は
１
月
１
日
、市

役
所
本
庁
舎
前
を
発
着
点
に「
第
　３８

回
和
田
山
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」を

開
催
。百
　
人
が
、新
春
の
ま
ち
並
み

４３

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、ラ
ン

ナ
ー
の
皆
さ
ん
の
今
年
一
年
の
健
康

を
願
っ
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

参
加
者
は
、１
・
４
㌔
、２
㌔
、４
㌔
の

３
つ
の
コ
ー
ス
で
、年
齢
・
男
女
別
に

別
れ
て
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
走
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、山
東
公
民
館
横
や
市

役
所
朝
来
庁
舎
前
ス
タ
ー
ト
の
元
旦

マ
ラ
ソ
ン
も
行
わ
れ
、市
内
各
地
で

合
計
４
百
　
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
心
地

８３

よ
い
汗
を
流
し
、さ
わ
や
か
な
気
持

ち
で
平
成
　
年
を
迎
え
ま
し
た
。

２２

　
１
月
　
日
、第
　
回
ジ
ュ
ピ
タ
ー

２４

１８

ホ
ー
ル
歌
謡
祭
が
同
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
催
し
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
、昨
年
　
月
の
予
選
に
は
、

１２

市
内
外
か
ら
百
　
組
が
参
加
。予
選

２０

会
を
勝
ち
抜
い
た
　
組
が
決
勝
大
会

３０

に
出
場
し
、熱
の
こ
も
っ
た
歌
声
を

披
露
し
ま
し
た
。ま
た
、出
場
者
が
歌

い
終
わ
る
ご
と
に
、６
人
の
審
査
員

の
皆
さ
ん
が
採
点
を
実
施
。歌
唱
力

ア
ッ
プ
の
秘
け
つ
な
ど
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
ま
し
た
。

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
走
り
初

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
走
り
初
めめ

ス
テ
ー
ジ
上
で
自
慢
の
歌
声
を
披

ス
テ
ー
ジ
上
で
自
慢
の
歌
声
を
披
露露

広報 朝朝来来 １４

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
　
年
を

１５

迎
え
た
１
月
、市
内
の
小
中
学
校
で

被
災
体
験
者
の
講
演
会
や
避
難
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
糸
井
小
学
校
で
は
１
月
　
日
に
、

１８

避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、地
震
発
生
を
知
ら
せ
る

突
然
の
サ
イ
レ
ン
で
開
始
。教
室
に

い
た
児
童
た
ち
は
、す
ば
や
く
机
の

下
に
体
を
隠
し
、サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

や
む
と
静
か
に
教
室
を
出
て
体
育
館

に
避
難
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、震
災
体
験
者
の
講
演
を

聞
い
た
り
市
消
防
本
部
の
救
助
訓
練

を
見
学
し
た
り
し
て
、い
つ
起
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
す
る
防
災
意

識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。　

　
市
は
１
月
　

日
、ジ
ュ
ピ
タ
ー

１１

ホ
ー
ル
で
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
新
た
に
成
人
を
迎
え
た
の
は
、

は
３
百
　
人
。
こ
の
う
ち
３
百
　
人

９４

３４

が
、華
や
か
な
振
り
袖
や
真
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
会
場
に
集
い
、

新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、新
成
人
を
代
表
し
て

松
本
修
平
さ
ん
（
枚
田
岡
区
）が「
夢

を
忘
れ
ず
、感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
、仲
間
と
助
け
合
い
な
が
ら
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」と
、誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

若
さ
あ
ふ
れ
る
３
百

人
が
成
人
の
仲
間
入

若
さ
あ
ふ
れ
る
３
百
　
人
が
成
人
の
仲
間
入
りり

9494
会場では、久しぶりの友人との再会を喜び、互いの
近況を話し合う新成人の姿が見られました

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

雪の降る中、寒さに負けず力走

熱唱する出場者

頭を守りながら避難する児童たち

「
も
し
も
」の
た
め
に
…
避
難
訓

「
も
し
も
」の
た
め
に
…
避
難
訓
練練



第３２回書き初め席書大会の結果

平成２２年２月平成２２年２月号号１５

　
和
田
山
囲
碁
同
好
会
な
ど
は
１
月

　
日
、和
田
山
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

１７で
、新
春
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
　
囲
碁
の
普
及
と
愛
好
者
の
拡
大
、

市
民
の
交
流
の
場
づ
く
り
と
文
化
活

動
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
に

は
、今
年
は
市
内
各
地
か
ら
　
人
が

３０

参
加
し
、腕
前
を
競
い
ま
し
た
。

　
段
に
応
じ
て
３
つ
の
ク
ラ
ス
に
別

れ
た
参
加
者
は
、対
戦
相
手
と
真
剣

な
表
情
で
向
き
合
い
、一
手
一
手
先

の
展
開
を
読
み
な
が
ら「
パ
チ
ン
」と

碁
を
打
ち
、対
局
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
和
田
山
町
上
町
の
二
宮
神
社
で
１

月
　
日
、「
和
田
山
十
日
え
び
す
」が

１０
行
わ
れ
、夜
明
け
前
か
ら
商
売
繁
盛

や
家
内
安
全
な
ど
を
願
う
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
境
内
に
は
、「
今
年
初
め
て
の
運
試

し
」と
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
が
当
た
る

福
く
じ
や
、「
く
ま
手
」や「
福
ざ
さ
」

な
ど
の
縁
起
物
の
吉
兆
を
買
い
求
め

る
た
く
さ
ん
の
参
拝
者
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
同
神
社
は
、西
宮
神
社
の
分
社
で
、

「
十
日
え
び
す
」は
３
百
年
以
上
の
伝

統
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

白
と
黒
の
息
詰
ま
る
攻

白
と
黒
の
息
詰
ま
る
攻
防防

今
年
一
年
の
福
を
求
め
る
参
拝
者
で
に
ぎ
わ

今
年
一
年
の
福
を
求
め
る
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
うう

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所情報政策課　☎672-6111

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

　「
第
　
回
書
き
初
め
席
書
大
会
」
が

３２

１
月
　
日
、和
田
山
農
業
研
修
セ
ン

１７

タ
ー
で
行
わ
れ
、市
内
の
小
学
生
か

ら
高
齢
者
ま
で
　
人
が
参
加
し
ま
し

７１

た
。
　
今
年
の
各
部
門
の
課
題
は
、小
学

校
３
・
４
年
生
は「
と
ら
年
」、５
・
６

年
生
は「
春
光
千
里
」、中
学
生
は
「
天

地
皆
春
」、高
校
生
・
一
般
は「
千
里
鴬

啼
緑
映
紅
」、高
齢
者
は「
春
酒
介
寿
」
。

参
加
者
は
、講
師
の
書
い
た
手
本
を

参
考
に
し
て
、一
生
懸
命
に
力
強
く

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
書
き
上
げ
て
い

ま
し
た
。

新
年
の
は
じ
め
は
書
き
初
め
か

新
年
の
は
じ
め
は
書
き
初
め
か
らら

碁盤を見つめる表情は真剣そのもの

一筆一筆に心を込めて課題を書き上げる参加者

文化協会長賞
名　前部　門名　前部　門

太田 冨美恵高校生・一般吉 田　 花小学３・４年
石 原 正 子高 齢 者藤 原 美 月小学５・６年

松 本　 葵中 学 生

優秀賞

名　前部　門名　前部　門
正 垣 陽 子

高校生・一般
井 上 彰 吾

小学３・４年
藤 原 洋 子榧 垣 は る か

森 本 幸 子日 原 め ぐ み

稲 津 千 寿 子

高 齢 者

松 本 大 洋

岡 田 陽 子井 上　 萌

日下部としゑ川 田　 舞

小学５・６年
鈴 木 和 子伊 達 碧 依

田 中 歌 子千 代 絵 里 加

中 島 小 枝 子戸 田 彩 香

長 野 眞 昭山 下 莉 央 奈

藤 原 さ よ 子中 井 香 那中 学 生
本 田 節 子磯　 房 則

高校生・一般
北 垣 よ し 子

（敬称略）

奨励賞

漆 垣 縫 子藤 本 重 雄後藤 美代子上 村 幸 代田 中 冨 朗

片山 さゑ子稲 田 英 子小田垣 悦子磯　 朝 香野村 加代子

多くの人でにぎわう福くじの景品引換所



　
経
済
的
理
由
に
よ
り
、

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
学
用
品
費
・
修
学

旅
行
費
・
給
食
費
な
ど
の

一
部
を
支
給
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
申
出
期
限
　
３
月
　
日
１５

　
　
ま
で

（月）
▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教

　
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎
６
７
７－

２
１
１
４

　
　
兵
庫
県
精
神
障
害
者

（社）
家
族
会
連
合
会
は
、
次
の

と
お
り
家
族
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
３
日
　
　

（水）
１３

　
時
　
分
～
　
時

３０

１６

▽
場
所
　
県
立
但
馬
長
寿

　
の
郷
第
３
・
４
研
修
室

▽
内
容
　

・
講
演
「
精
神
疾
患
を
理

　
解
し
ま
し
ょ
う
～
そ
の

　
症
状
と
治
療
、
回
復
に

　
つ
い
て
～
」　
　

・
講
師
　
但
馬
病
院
副
院
長

　
近
藤
公
人
 氏

▽
参
加
料
　
無
料
（
参
加

　
希
望
者
は
、
２
月
　
日
２４

　
　
ま
で
に
申
し
込
ん
で

（水）
　
く
だ
さ
い
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

　
地
域
保
健
課

　
☎
６
７
２－

６
８
６
７

　
市
町
交
通
災
害
共
済
は
、

県
下
の
市
町
の
助
け
合
い

で
、
交
通
事
故
が
原
因
の

傷
害
な
ど
に
対
し
、
見
舞

金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　
郵
便
又
は
地
区
交
通
委

員
を
通
し
て
各
家
庭
に
、

加
入
申
込
書
を
お
届
け
し

ま
す
の
で
、地
域
ぐ
る
み
・

家
族
ぐ
る
み
で
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

・
共
済
期
間
　
平
成
　
年
２２

　
４
月
１
日
～
平
成
　
年
２３

　
３
月
　
日
３１

・
掛
金
　
一
人
に
つ
き
５

　
百
円（
年
額
）

・
見
舞
金
額
　
１
件
３
万

　
円
（
３
日
以
上
通
院
の

　
場
合
の
最
低
額
）
～
　８０

　
万
円
（
死
亡
の
場
合
の

　
最
高
額
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
市
役
所
防
災
安
全
課

　
緯
６
７
２－

６
１
１
２

・
生
野
支
所
地
域
振
興
課

　
緯
６
７
９－

５
８
０
１

・
山
東
支
所
地
域
振
興
課

　
緯
６
７
６－

２
０
８
０
　（代）

・
朝
来
支
所
地
域
振
興
課

　
緯
６
７
７－
２
１
１
０

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
若
年
無
業
者

の
相
談
業
務
や
就
労
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
う
拠

点
と
し
て
、
豊
岡
市
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
朝
来
市
で
無

料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。詳
細
は
、労
協
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
豊

岡
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
　
２
月
　
日
　
　

１７

（水）
１０

　
時
～
　
時
１６

▽
場
所
　
和
田
山
公
民
館

　
第
１
学
習
室

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
労
協

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
豊
岡

　
☎
０
７
９
６
―
３
４
―
６
３
３
３

広報 朝朝来来 １６

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５ 情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

※このページと次ページの最下段に掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課（☎６７２－６１１１）へ。

《産育児一時金の医療機関などへの直接支払制《産育児一時金の医療機関などへの直接支払制度度》》

第４４第４４回回
のの保保国国 ひひ ろろ ばば

　平成２１年１０月１日以降の出産から、国民健康保険か

ら直接医療機関などに出産育児一時金を支払う仕組み

（直接支払制度）になり、この一時金を出産費用に直接

充てることができるようになっています。

　この制度を利用して出産費用が４２万円（産科医療補

償制度未加入機関の場合は３９万円）未満だった場合、

申請することで、その差額をお支払いします。出産から

１～２か月後に、請求方法などについて文書で案内し

ますので、医療機関などから交付される領収証明書を

大切に保管しておいてください。

＜出産育児一時金差額支給申請に必要なもの＞

国民健康保険被保険者証／印鑑／医療機関から交付される出

産費領収証明書／振込先が確認できるもの（預金通帳など）

■問い合わせ先　市役所市民課　☎６７２－６１２０

　県では、若者を対象に、「性や性感染症」「望まない妊

娠の予防について」「避妊について」など、心身の悩み相

談を行ってます。助産師と保健師が相談に応じます。

面接相談日（要予約）

・助産師　２月２５日（木）１３時３０分～１５時３０分

・保健師　毎月第１月曜日１０：００～１２：００（２月除く）

■問い合わせ先　朝来健康福祉事務所地域保健課　☎６７２－０５５５

就
学
援
助
制
度

平
成
　
年
度
但
馬
地
区

２１

精
神
障
害
者
家
族
教
室

平
成
　
年
度
市
町
交
通

２２

災
害
共
済
の
加
入

若
者
就
労
・
支
援
に
関
す

る
無
料
相
談
会

若者の心と体の相談

◆◆献血にご協力を！！◆◆

場 所日 時

山東老人福祉センター９時３０分～１１時／１２時３０分～１５時２月２２日（月）

朝来老人福祉保健センター１０時～１１時／１２時３０分～１５時３月５日（金）

※４００ｍｌ献血へのご協力をお願いします。 ■問い合わせ　市役所健康課　☎６７２－５２６９



ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００　休 月曜日（月
曜日が祝日の場合その翌日）

第１４回ふれあいタウンコンサート　《全席自由》　公演日：平成

２２年２月１１日（木）／開演：１３時３０分／入場無料（要入

場整理券） 入場整理券配布中

爆笑！お笑いバトル２０１０ｉｎＡＳＡＧＯ　《全席指定》

公演日：２月１４日（日）／開演 【１回目】１２時 【２回目】１５

時３０分／料金：３，８００円（当日は３００円増）※友の会会員

は、チケット２枚まで３００円OFF／出演：我が家、ますだ

おかだ、アンガールズ、クールポコ、サイクロンＺ、テンゲ

ン、いとうあさこ、ハライチ 前売券好評発売中

但馬の若き演奏家たち with ライツ室内管弦楽団演奏会 
全席指定》 公演日：３月２２日（月）／開演：１５時／料金：大

人２，０００円、高校生以下１，０００円（当日は各３００円増）※友

の会会員は、２枚まで２００円OFF 前売券好評発売中

　
市
は
、
現
在
行
っ
て
い

る
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

行
財
政
運
営
な
ど
の
取
り

組
み
に
対
す
る
意
見
や
提

案
を
し
て
も
ら
う
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員
　
３
人
以
内

▽
条
件
　
市
内
に
在
住
し
、

　
行
財
政
改
革
に
関
心
の

　
あ
る
人

▽
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら

　
２
年
間
（
平
成
　
年
３

２２

　
月
に
委
嘱
予
定
）

▽
活
動
回
数
　
委
嘱
期
間

　
中
、　

回
程
度

１０

▽
報
酬
　
１
回
の
出
席
に

　
つ
き
、９
千
円（
４
時
間

　
未
満
の
場
合
は
半
額
） 

▽
応
募
方
法
　
「
第
３
期

　
朝
来
市
行
財
政
改
革
推

　
進
委
員
会
委
員
応
募
申

　
込
書
」
に
よ
り
応
募
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
選
考
方
法
　
書
類
選
考

　
と
し
、
選
考
結
果
は
応

　
募
者
全
員
に
郵
送
で
通

　
知
し
ま
す
。

▽
締
め
切
り
　
２
月
　
日
１９

　
　
必
着
（
郵
送
は
当
日

（金）
　
消
印
有
効
）

※
申
込
用
紙
は
市
役
所
本

　
庁（
市
民
課
、企
画
政
策

　
課
）
又
は
各
支
所
窓
口

　
に
置
い
て
い
ま
す

※
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
、
持
参
の
い

　
ず
れ
で
も
受
け
付
け
ま

　
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
も
募
集
記
事
を
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
企
画
政
策
課

　
☎
６
７
２－

６
１
１
２

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
６
７
２
―
４
０
４
１

　
E
メ
ー
ル
　k

ik
a
k
u
@

city
.a
sa
g
o
.h
y
o
g
o
.jp

市
や
朝
来
市
女
性
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
後

援
す
る「
は
じ
ま
り
の
会
」

は
、
農
業
農
村
の
楽
し
さ

や
食
育
・
健
康
の
こ
と
な

ど
を
実
習
し
な
が
ら
学
ぶ

「
農
業
の
魅
力
再
発
見
講

座
（
４
月
開
講
）」の
講
座

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
講
座
名
　
「
は
じ
め
の

　
一
歩
」（
全
６
講
座
）

▽
開
講
日
　
奇
数
月
第
４

　
土
曜
日
　
時
～

１４

▽
受
講
料
　
無
料
（
材
料

　
費
実
費
負
担
）

▽
場
所
　
安
井
谷
老
人
福

　
祉
セ
ン
タ
ー
（
山
城
の

　
郷
手
前
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
講
座

　
代
表
者
　
高
本
幸
枝

　
☎
６
７
４－

１
３
２
７

※
市
役
所
各
庁
舎
に
案
内
チ
ラ

　
シ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

平成２２年２月平成２２年２月号号１７

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）まで。

募

集

 
募

集
 
 

第
３
期
朝
来
市
行
財
政

改
革
推
進
委
員

農
業
の
魅
力
再
発
見
講

座
生

■問い合わせ先　朝来市復興本部（市役所防災安全課）

　　　　　　　　☎６７２－６１１２　ＦＡＸ ６７２－４０４１（代）

　平成２１年８月１７日から県内外の多くの皆様にご協

力いただきました「台風９号災害義援金」は、１２月３０

日を以って受付を終了しました。

　この間に、５０２件計２０，７３４，１８４円の心温まるご寄附

をいただきました。この義援金は、平成２１年１１月の第

一次配分（済）に続いて、第二次配分として被災された

皆様（床下・床上浸水以上の被害のあった区の自主防災

組織）に１月２５日～２８日にお届けしました。

　ご協力いただきました皆様に感謝を申し上げます。

皆様のご厚意に感謝します
朝来市「台風９号災害義援金」の

受付状況（最終）とお礼

曲名氏名（住所）賞
「渡月橋」本 田 陽 介（豊岡市）大　　　賞
「名前のない空を見上げて」池本 桜也加（朝来市）第　２　位
「うちの女房」西　 清 美（朝来市）第　３　位

「待つわ」
田 中 貴 子（朝来市）
斉藤 八重子（宮津市）

和 田 山 町 商 工 会 長 賞特
別
賞 「噂の夢子」中 島　 敏（守山市）和田山地区料飲組合長賞

「番屋」豊 原 京 子（豊岡市）和田山町観光協会長賞

第１７回ジュピターホール歌謡祭決勝大会結果 開催日：１月２４日（日）

朝来からの風「朝展」　期間：２月１１日（木）～３月７日（日）

あさご芸術の森美術館

入館料　大人５００円／大学生・高校生３００円／小中学生２００円

☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌
日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

☎６７６－４５８７　休 月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

和田山写真クラブ写真展　期間：２月１８日（木）～２８日（日）

ヒメハナ公園展示会

税
２月の税

固定資産税　４期

納期　３月１日（月）まで

２月の税



暮らしのお知らせ

広報 朝朝来来 １８

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５

　
市
は
次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間
　
２
月

　
　
日
　
 ～
　
日
　

１５

（月）

２２

（月）

▽
入
居
申
込
資
格

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

　
い
な
い
人

・
単
身
世
帯
で
な
い
人

・
①
～
③
の
住
宅
は
、
現

　
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い

　
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、

　
１
か
月
当
た
り
の
所
得

　（
政
令
月
収
）が
　
万
８

１５

　
千
円
を
超
え
な
い
人

・
④
の
住
宅
は
、
１
か
月

　
当
た
り
の
所
得
（
政
令

　
月
収
）
が
　
万
８
千
円

１５

　
以
上
　
万
９
千
円
以
下

２５

　
の
人

※
政
令
月
収
＝
（
世
帯
全

市
営
住
宅
入
居
者

▽募集する住宅

募集戸数家賃（月額）間取り場所住宅の名称

１戸２３，３００円～３４，７００円３ＤＫ生野町口銀谷①但馬口住宅

１戸２１，９００円～３２，６００円３ＤＫ山東町早田②粟鹿住宅

１戸２２，１００円～３２，９００円３ＤＫ和田山町枚田③枚田住宅

４戸８２，０００円４ＬＤＫ生野町口銀谷
④特定公共賃貸住宅
（生野２区住宅）

朝来市ケーブルテレビ

　朝来市ケーブルテレビ「A-net」では、２月２５日

から地上デジタルの自主放送を開始します。

　地上デジタル自主放送を受信するためには、地

上デジタルテレビやデジタルチューナー内蔵デッ

キなどが必要です。

　すでに、地上デジタルテレビやデジタルチュー

ナー内蔵デッキなどで地上デジタル放送を見てい

る皆さんも、地上デジタルの自主放送を見るため

には、購入した時に行なったチャンネル設定をも

う一度行なう必要があります。

　チャンネル設定の初期スキャンを行うとリモコ

ンボタン「１１チャンネル」で自主放送が映ります。

　設定のための手順などはメーカーによって異な

りますので、詳細はテレビやデッキに付いている

マニュアルの「地上デジタル放送のチャンネル設

定方法」を確認してください。

　なお、地上デジタルの自主放送が始まっても、従

来のアナログの自主放送がすぐに終了するわけで

はありません。

　高画質高音質で、自主放送番組をお楽しみいた

だくため、お手数ですがご協力をお願いします。

■問い合わせ先　朝来市ケーブルテレビセンター
　　　　　　　　☎６７７－１０４４

※地上テレビ放送は、平成２３年（２０１１年）７月２４

　日までに完全にデジタル放送に移行し、アナロ

　グ放送は終了します。

地上デジタル地上デジタルのの
自主放送開始自主放送開始！！

チャンネルは「１１チャンネルは「１１」」

２月２５日か２月２５日からら

ブケッティーノ

場所　山東緑風ホール　《全席自由》

日時　２月１９日（金）１８時３０分／２月２０日（土）１１

　　　時・１５時／２月２１日（日）１１時・１５時

料金　大人１，０００円、高校生以下５００円 

■問い合わせ先　和田山ジュピターホール　☎６７２－１０００

前売券好評発売中

でベッド

きく

らねなが

いおしば



平成２２年２月平成２２年２月号号１９

◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。

　
員
の
年
間
所
得－

諸
控

　
除
額
）÷
　１２

　
　
な
お
、
入
居
者
決
定

　
後
の
手
続
き
の
際
に
は
、

　
保
証
人
２
人
（
市
内
在

　
住
の
人
と
３
親
等
内
の

　
親
族
）の
実
印
、印
鑑
証

　
明
書
、
所
得
証
明
書
が

　
必
要
で
す
。

▽
申
込
　
市
役
所
都
市
開

　
発
課
又
は
各
支
所
地
域

　
振
興
課
に
備
え
付
け
の

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
添
付
書
類

　
を
添
え
て
本
庁
又
は
各

　
支
所
に
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い
。
申
込
者
数
が

　
募
集
戸
数
を
超
え
る
時

　
は
、
抽
選
で
入
居
者
を

　
決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
都
市
開
発
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
７

　朝来市を応援してくださる方を募集しています。

　市外にお住まいのご家族やご友人で、ふるさと寄附に賛

同してくださる方がありましたら、市役所秘書課までお知

らせください。パンフレットと寄附金払込票を送付させて

いただきます。

　　　ありがとうございました。　　　

　これまで２７人の皆さんから心温まる寄附をいただきま

した。

ふるさと寄附収納状況　　　　　　　　１月４日現在

 氏  名 氏  名金　額件数　 項　 目　

東京都 枚田啓三様日進市 高階和之様
５０５，０００円５件

地域の魅力あふれ
るふるさとづくり 匿名２人東京都 織作峰子様

匿名４人５５０，０００円４件
生きがいを実感でき
るふるさとづくり

匿名１人姫路市 秋田光寛様３２０，０００円２件
共に学びふれあう
ふるさとづくり

堺市 田仲勝様柏市 堀田敏子様
２，０１０，０００円６件その他

匿名１人京都市 村上安秀様

３，３８５，０００円１７件計

■問い合わせ　市役所秘書課　☎６７２－６１１３

ふるさと寄附にご協力ください
暫

暫

暫

暫

暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫

暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫

　市では、市税などの滞納処分のため
に差し押さえた財産をYahoo! オーク
ションで公売します。

参加方法　参加者はYahoo! JAPAN IDを取得

　し（既に取得している人は不要）、インター

　ネットから入札参加申込みをしてください。

入札参加申込期間　２月１６日（火）～３月１日（月）

入札期間　３月５日（金）～３月８日（月）

■問い合わせ先　税務課管理収納担当　☎６７２－６１１９（内線２２１）

インターネット公売のお知らせ

　詳しくは市ホームページに掲載します。

市ホームページ　

http://www.city.asago.hyogo.jp/

山中漆器花生 欄間（らんま）

〔公売物件〕

　市は、市税などの徴収強化対策とし

て、所得税などの国税還付金の差押え

を実施していきます。

　また、滞納を放置したまま連絡のな

い場合は、財産調査・差押えなどを強力

に進めていきます。

　各種の事情により納付が困難な場合

には、早めに税務課にご相談ください。

■相談・問い合わせ先
　市役所税務課☎６７２－６１１９

国税還付金の差押え

市税などの徴収強化に取り組んでいます
場所 和田山ジュピターホール・小ホール

日時 ３月７日（日）１３時３０分～

■問い合わせ先　こころ豊かな美しい但馬推進会議（但馬県民局県民室県民協働課内）　☎０７９６－２６－３６４７

「ネクタイマン」がやってくる！！

入場無料

「ネクタイマン」がネクタイを使ったいろ

いろな遊びを紹介してくれます。



暮らしのお知らせ

広報 朝朝来来 ２０

　市は、市の発行する「広報朝来」と「朝来市ホームページ」を広告媒体として活用し、地域経済の
活性化を図るため、有料広告を募集しています。

朝来市ホームページ（平成２０年度平均約１７，０００人／月）広報朝来（１３，６００部発行）

市ホームページのトップページ最下部「情報掲示板」コーナー、２ページ分最下段掲載位置

６３×１４０ピクセル、ＧＩＦ形式又はＪＰＥＧ形式１種（４２㍉×１８４㍉）／２種（４２㍉×９０㍉）　※版下は広告主作成掲載規格

１０枠最大（１種２枠）／最少（２種４枠）募集枠

随時（枠に空きがなくなり次第、受付を終了します）※掲載を希望する月の前々月末までに申し込んでください。募集期間

１枠１万円／月１種：１枠２万円／月　２種：１枠１万円／月掲載料

１か月を単位とし平成２３年３月末まで掲載期間

「朝来市広告掲載申込書」に記入の上、電子メール・郵送・持参のいずれかの方法で市役所情報政策課に提出し
てください。市のホームページからもダウンロードできます。

応募方法

　法令や公序良俗に反するものやそのおそれがあるもの、人権を侵害するものやそのおそれがあるもの、政
治活動、選挙運動、宗教活動、意見広告などは掲載できません。
　募集のあった広告は、広告内容を審査した上で掲載の可否を判断し、その後結果を通知します。

その他

■問い合わせ先　市役所情報政策課 　☎６７２－６１１１

建

喧

憲

圏
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コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）で地域活性化コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）で地域活性化！！
　財団法人自治総合センターは、宝くじの収益でコミュニティ助成事

業を行っています。

　この事業は、宝くじの普及広報を行うこととコミュニティ（地域）の

健全な発展を図ることを目的に、地域のコミュニティ事業に助成を

行っているものです。

　 本年度は、次の地区が助成金の交付を受けました。

■問い合わせ　市役所人権・まちづくり課 　☎６７２－６１２２

●澤区

　澤区では、住民が一体となってコミュニティ活動の祭りをさらに盛り上げるため、屋台を購入しました。

区の団結と仲間意識の強化で、今後の自治会活動の活性化につながることが期待されます。

●久留引区

　久留引区では公民館の建て替えを行われました。同公民館は昭和２２年

の建築で施設の老朽化が著しく、住民から改築の要望が上がっていました。

　建て替えられた公民館の建築面積は約１０６㎡、木造平屋建てのかわらぶ

き。周辺の自然環境と調和した落ち着いた外観になっています。内部はバ

リアフリー構造で、さまざまな催しに使える大広間のほかに１室と調理実

習室があります。公民館を拠点とした久留引区のコミュニティの活性化が

期待されます。 建て替えられた久留引区公民館

●東河地区協議会

　東河地区協議会では、ソフトボール大会や運動会、文化祭などの活動をさらに充実させるため、これら

の活動に必要な機材を購入しました。今後、東河地区のコミュニティの一層の活性化が期待されます。

１種
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アダプト制度〈美しいまち（道）づくり〉にご協力ください。　申込随時受付中　市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）

平成２２年２月平成２２年２月号号２１

早く見つけよう軽度の認知早く見つけよう 軽度の認知症症
（家族向け認知症チェックシート）

　認知症は、高齢になると誰にでも起こる可能性のある脳の病気です。早期に発見し対処する

ことで、治る認知症を見つけたり、進行を遅らせることができる場合もあります。

　家族や周りの人の気づきがとても大切です。「もの忘れが目立ってきた」「今までと何か違う」

と感じたときは年のせいと様子をみるのではなく、早めに相談しましょう。

～軽度認知障害（ＭＣＩ）をご存じですか？～
　日常生活は特に問題ないのに、「記憶力」などが低下してきている場合、軽度認知障害（ＭＣＩ）が考えら

れます。ＭＣＩの状態の人は、記憶力に問題のない人と比べ、１年後にアルツハイマー病に進行する率が約

１０倍高くなると報告されています。

次の５つを満たす場合は軽度認知障害（ＭＣＩ）が疑われます。

　①家族が記憶力の低下に気づいたり、本人が記憶力の低下を自覚している

　②年齢に比べ記憶力が低下している

　③病的な物忘れはない（記憶力以外の認知機能は正常）

　④日常生活に支障がない

　⑤認知症ではない

　普通に生活ができていても、認知症の始まりかもしれません。最近の研究ではMCIの状態の人が適切な

治療を受けたり、活発な日常生活を送ることで、認知症の発症を抑えたり、遅らせることができることが分

かってきています。物忘れに気づいたら、早めに相談しましょう。
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「あれっ？！」と思ったときの相談先

◎かかりつけ医…必要に応じて専門機関を紹介してもらいましょう。

◎市役所健康課…☎６７２－５２６９

　※健康課では「脳元気度チェック」を年に１０回実施しています。

　　病院の心理士や保健師が、生活状況を聞きながら簡単な記憶力などのテストを行います。状況に応じ

　　て生活指導を行ったり、受診を勧めたりします。

　　今年度は２月２４日（水）朝来公民館、３月２４日（水）山東老人福祉センターで予定しています。事前に

　　予約をしてください（４月以降は日程が決まり次第広報紙などでお知らせします）。　　

◎地域包括支援センター…☎６７２－４００４、６７２－６１２５

■問い合わせ先　朝来市地域包括支援センター　☎６７２－６１２５

　認知症になると、空間や物の位置関係をイメージすることが難しくなります。そのた

め、このような立方体を書き写すことが難しくなると言われています。

ためしてみましょう
左の形を右側に書き写してください



　歳の女性）　　　

　死亡原因の第１位は「がん」です。禁煙、食生活の注意とともに、検診を受けて、早期発見・早期治療に努めて

健康管理をしましょう。

そのほかの健診

　総合健診とは別日に下記の健診も実施します。

　市内医療機関での個別健診（４０～７４歳の朝来市国民健康保険加入者）※特定健診のみ／子宮がん検診（和暦

　で偶数年生まれの２０歳以上の女性）／乳がん検診（和暦で偶数年生まれの４０歳以上の女性）／結核検診（６５

　歳以上）／歯科検診（４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０歳）

※人間ドック健診は、各自で医療機関に予約してください。料金補助は各医療保険者にお尋ねください。国民

　健康保険加入者で該当の皆さんには、料金補助決定後、広報などで案内します。

各健診の受診までの流れ

●自分のからだに関心を持ち、生活習慣病を予防しよう！

●定期的に健康診断を受け、病気の早期発見・早期治療に努めよう！

■問い合わせ先　市役所市民課（国保担当）　☎６７２－６１２０
　　　　　　　　市役所健康課　☎６７２－５２６９

■問い合わせ先　農業委員会事務局（市役所農業振興課）　☎６７２－２７７４

朝来市健康増進計画
～健康あさご２１～

▽市から各健診の申込書を該当の世帯に送ります（２月下旬に郵送）。申込書の送付

▽各健診とも事前の申込みが必要です。（日時設定・検査容器を準備するためです）

▽申込書と同封の説明書をよく読んで、申込書を返送してください。（申込締め切りは３月中旬）
申 し 込 み

▽各健診とも実施の約１か月前に受診票や案内文を送ります。案 内

▽受診案内に沿い、「受診票」と「健診費用」、特定健診は「特定健康診査受診券」と「保険証」を持って、指

　定の日時・会場で受けてください。
受 診

▽各健診とも健診日から約２～４週間後結果を送付します。（歯科検診は検診当日にお返しします）

▽結果に基づいて、生活習慣を見直したり、必要であれば医療機関で精密検査や再検査を受けてくださ

　い。

▽健康づくりのための教室を実施します。該当者にはご案内しますので、積極的に参加して健康づくり

　の一助としてください。

結果の送付

※調和要件とは

　・面的にまとまった形で利用されている地域を分断するような権利取得でないこと

　・農薬を使用する栽培が行われることで、無農薬などの付加価値の高い作物栽培を行うことが困難になる

　　ような権利取得でないこと

　・地域の農業者が一体となって行っている水利調整に参加しない営農が行われることで、ほかの農業者の

　　農業水利が阻害されるような権利取得でないこと   

　・特定の品目に係る共同防除（病害虫の駆除などを共同で行うこと）などの営農活動に支障が生ずるおそれ

　　のある権利取得でないこと　　　…など

◎標準小作料制度の廃止　標準小作料制度は廃止されますが、地域における賃借料の目安とするため、

　農業業委員会が農地の賃借料情報の提供などを行います。

場　　　所日　　　付

南庁舎１階会議室２月２５日（木）

山東庁舎１階会議室３月２５日（木）

（時間：１３時３０分～１６時）

　農業委員会では、毎月、農業委員による農業相談会

（事前に予約が必要）を開催しています。農地を農地以

外の目的で利用する場合は、必ず届出が必要になりま

すので、事前に相談してください。

農業相談会の開催日程

広報 朝朝来来 ２２



総合健診を受けましょう

　総合健診では、特定健診とあわせて肺・胃・大腸・前立腺がんの検診や、肝炎ウイルス検診、腹部エコー検診、

骨粗しょう症検診も同日に実施します。

◎特定健診とは　

　特定健診は、血液・血圧・身体測定などをもとに、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の該当者やそ

の予備群となる人を早期に発見し、保健指導を通じて生活習慣病を予防・改善する為に行われる健診です。

　朝来市国民健康保険加入者には市が、そのほかの医療保険（会社の健康保険や共済組合など）に加入してい

る人は加入先の医療保険者が行います（後期高齢者医療加入者には、兵庫県後期高齢者医療広域連合の委託を

受けて実施します）。

※特定健診の受診率が低いと、国から保険者（国保・社保）にペナルティ（罰則）が課せられ、保険税が上がる一

　つの要素になります。自分自身の健康はもちろん、医療費や保険税の負担を減らす意味でも特定健診をけま

　しょう。

◎朝来市特定健診の対象者　

　３０～７４歳の朝来市国民健康保険加入者／後期高齢者医療受給者／３０歳以上の生活保護受給者

※上記の対象者で特定健診を申し込んだ人には、市が「特定健康診査受診券」を発行します。受診時には、必ず

　「特定健康診査受診券」を持参してください。

◎ほかの医療保険（会社の健康保険や共済組合など）に加入している人の特定健診　

・本人…会社での健診を受けてください。

・家族（被扶養者）…加入している医療保険者が発行した「特定健康診査受診券」があれば、市が実施する特定

　健診を受けることができます。ない場合は特定健診を受診できません。詳細は、会社・事業所か医療保険者に

　お問い合わせください。

●がん検診・そのほかの検診（特定健診とあわせて同日に実施します）

　下記の各検診は、年齢の該当する市民であれば医療保険に関係なく、誰でも受診できます。

　肺がん検診（３０歳以上）／胃がん検診（３０～７９歳）／大腸がん検診（３０歳以上）／前立腺がん検診（５０歳以上）

　／肝炎ウイルス検診（４０歳以上）／腹部エコー検診（４０～６９歳）／骨粗しょう症検診（４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０

平成２２年度健康診査を行います
　市は、「健康増進法」や「高齢者の医療の確保に関する法律」などに基づき、平成２２年度も各種

の健診を実施します。

　定期的に健診を受け、自分の健康状態を把握して健康づくりに取り組みましょう。

農業委員会だよ農業委員会だよりり

主な改正ポイント
◎違反転用に対する罰則が強化　従来の違反転用に対する、３年以下の懲役または３００万円以下（法

　人１億円以下）に県知事による行政代執行制度が創設されました。

◎農用地区域からの除外が厳格化　農用地区域内の農用地については、担い手に対する利用の集積

　に支障を及ぼすおそれがある場合、農用地区域から除外できなくなります。

◎農地の相続は届出を　相続によって農地を取得した人は、農業委員会に届け出が必要になります。

◎貸借に係る権利移動の見直し　農地の貸借の際に、適正に利用していない場合に貸借を解除する

　条件を付けて契約することで次の者に権利が設定できるようになります。

　①農業生産法人以外の法人（農業に常時従事する者が１人以上必要）

　②農作業常時従事者以外の個人

◎権利移動に係る許可要件　地域の農業の取り組みを守るため「地域との調和要件」が新設されます。

農地制度が変わります！！　

　「農地法等の一部を改正する法律」が平成２１年１２月１５日から施行され、新たな農地制度がス
タートしています。
　この制度では、規制を厳格化するなどして重要な農地の確保を図るとともに、農地の貸借規制
の見直しや耕作者の地位の安定、農地の有効利用の促進を目指しています。

平成２２年２月平成２２年２月号号２３
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次
の
よ
う
な
人
は
確
定
申
告

の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
商
売
な
ど
個
人
で
事
業
を
営

　
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収
入

　
が
あ
る
人

・
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て

　
い
る
人
で
、給
与
所
得
や
退

　
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の

　
合
計
が
　
万
円
を
超
え
る
人

２０

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受

　
け
て
い
る
人

・
年
金
所
得
者
の
う
ち
、所
得

　
税
の
納
付
が
必
要
な
人（
源

　
泉
徴
収
さ
れ
て
い
て
も
税
が

　
不
足
す
る
場
合
な
ど
）

・
土
地
、建
物
や
ゴ
ル
フ
会
員

　
権
な
ど
の
資
産
を
譲
渡
し
た

　
人

※
こ
の
ほ
か
に
も
必
要
な
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。　

　
次
の
よ
う
な
人
で
、源
泉
徴

　
市
役
所
で
は
、各
会
場
で
２

月
　
日
　
か
ら
３
月
　
日
　
ま

１６

（火）

１５

（月）

で
の
期
間（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）の
８
時
　
分
～
　
時
に
、所

３０

１７

得
税
の
確
定
申
告
と
個
人
市
県

民
税
の
申
告
受
付
、申
告
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、和
田
山
税
務
署
で
も

所
得
税
の
確
定
申
告
と
申
告
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◎
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
に
関

　
す
る
相
談
会

　「
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
に

関
す
る
相
談
会
」が
３
月
３
日

　
の
　
時
～
　
時
に
、和
田
山

（水）

１０

１６

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
e
‐
T
a
x

を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い

　
※
５
千
円
控
除
は
適
用
さ
れ

　
ま
せ
ん
。

れ
ま
す
。

　
和
田
山
納
税
協
会
・
近
畿
税

理
士
会
和
田
山
支
部
の
皆
さ
ん

が
、所
得
税
の
確
定
申
告
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
e
‐
T
a
x
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
今
年
は
、税
務
署
が
和
田
山

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に「
e
‐
T

a
x（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）体
験
コ
ー
ナ
ー
」を
設

置
し
ま
す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
e
‐

T
a
x
を
体
験
し
な
が
ら
申
告

手
続
が
で
き
ま
す
。

　
設
置
期
間
は
２
月
　
日
　
～

１７

（水）

３
月
　
日
　
の
期
間（
土
・
日
曜

１２

（金）

日
を
除
く
）の
　
時
～
　
時
。パ

１０

１６

ソ
コ
ン
の
操
作
な
ど
は
税
務
署

の
職
員
が
指
導
し
ま
す
の
で
、

税
の
申
告
と
納
税

税
の
申
告
と
納

税
の
申
告
と
納
税税

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
は
２
月
　
日
　
～
３
月
　
日
　

１６

（火）

１５

（月）

◎
消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
申
告
は
３
月
　
日
　
ま
で
に

３１

（水）

広報 朝朝来来 ２４

暮らしのお知らせ

　
納
税
者
自
身
又
は
控
除
対
象

配
偶
者
、
扶
養
親
族
が
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人
で
も
、
障
害
の
程
度
が

障
害
者
と
同
等
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
で
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
時

に
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

　
満
　
歳
以
上
の
人
で
、
精
神

６５

　
又
は
身
体
の
障
害
の
程
度
が

　
障
害
者
と
同
等
で
あ
る
と
認

　
め
ら
れ
る
人

　
寝
た
き
り
状
態
で
、
医
師
の

治
療
に
際
し
て
お
む
つ
の
使
用

が
必
要
な
場
合
は
、
医
師
が
発

行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

に
よ
り
お
む
つ
代
を
医
療
費
控

除
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
が
で

き
ま
す
。

　
市
で
は
次
の
要
件
に
該
当
す

お早めに！

　
確
定
申
告
の
受
付
は
２
月
　
日
　
～
３
月
　
日
　
で
す
。

１６

（火）

１５

（月）

期
限
間
際
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
。

併
せ
て
住
民
税
（
個
人
市
県
民
税
）
の
申
告
も
受
け
付
け
ま

す
。
　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
申
告
は
、
税
務

署
で
受
け
付
け
ま
す
。
期
限
は
３
月
　
日
　
。
こ
ち
ら
も
忘

３１

（水）

れ
ず
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

▼申告受付・相談会などの日時と場所

開催場所
e-Tax体験コー
ナー

税理士によ
る相談会開
催日

申告受付・
申告相談会
開催日

地域

生野庁舎裏１階会議室－－
２月１６日
（火）
～

３月１５日
（月）

生野

和田山農業研修セン
ター２階 （市役所裏）

２月１７日（水）～
３月１２日（金）

３月３日
（水）

和田山

山東庁舎１階市民室－－山東

朝来庁舎３階会議室－－朝来

忘れずに！申
告
受
付
・
申
告
相
談

申
告
受
付
・
申
告
相
談
なな

どど

ご
確
認
く
だ
さ
い

確
定
申
告
で
障
害
者
控

除
・
医
療
費
控
除
に
な

る
場
合

障
害
者
控
除

所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
がが

必
要
な

必
要
な
人人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
れれ

ば
税
金「
所
得
税
」が
戻
る

ば
税
金「
所
得
税
」が
戻
る
人人

寝
た
き
り
の
人
の
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が

障
害
者
控
除
、
医
療
費
控

除
の
対
象
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、

翌
年
度
の
住
民
税（
所
得
割
）
か

ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
申
告
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
の
様
式
が
改
正
さ
れ
、

必
要
事
項
な
ど
が
給
与
支
払
報

告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

は「
市
町
村
民
税
道
府
県
民
税

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
告

書
」の
提
出
は
不
要
に
な
り
ま

し
た
。該
当
す
る
人
は
源
泉
徴

収
の
内
容
を
確
認
し
、控
除
額

な
ど
に
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

場
合
、学
生
の
場
合
は
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。申
告
し
な

い
場
合
は
、所
得
証
明
書
な
ど

の
発
行
が
で
き
な
く
な
る
だ
け

で
な
く
、国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
税
源
移
譲
に
よ
り
、所
得
税

が
減
額
に
な
り
、所
得
税
か
ら

控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
末
ま
で
に
入
居
し

１８

て
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
人
で
、平
成
　２１

年
分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
に
、

１
枚
の
申
告
書
と
納
付
書
で
ま

と
め
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。な
お
、申
告
期
限
と
納
期

限
は
、３
月
　
日
　
ま
で
。申
告

３１

（水）

書
を
提
出
す
る
と
き
に
は
、付

表
の
添
付
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、振
替
納
税
を
利
用
す

る
と
、４
月
　
日
　
に
口
座
引

２７

（火）

き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、和
田
山
税
務
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
個
人
市
県
民
税
申
告
書
を
２

月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
申
告
書
は
、平
成
　
年
１
月

２２

１
日
現
在
で
　
歳
以
上
で
、所

１８

得
が
給
与
所
得
だ
け
で
個
人
市

県
民
税
が
給
与
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
る
人
と
平
成
　
年
分
の

２０

申
告
で
青
色
申
告
書
を
提
出
し

て
い
る
人
を
除
い
た
人
に
郵
送

し
て
い
ま
す
。収
入
や
経
費
、控

除
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
記
入

し
て
、記
名
、押
印
の
上
３
月
　１５

日
　
ま
で
に
市
役
所
税
務
課
又

（月）
は
各
支
所
地
域
振
興
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
人
は
、こ
の
個

人
市
県
民
税
申
告
書
の
提
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、収
入
の

無
い
又
は
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
や

だ
れ
か
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

収
さ
れ
た
税
金
な
ど
が
納
め
過

ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、還
付

を
受
け
る
た
め
の
申
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

　
人
や
公
的
団
体
な
ど
に
寄
付

　
を
行
っ
た
人（
医
療
費
控
除

　
を
受
け
る
人
は
事
前
に
必
ず

　
各
病
院
ご
と
に
領
収
書
を
集

　
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

・
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど（
償
還
期

　
間
が
　
年
以
上
な
ど
一
定
の

１０

　
要
件
あ
り
）を
利
用
し
て
マ

　
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人
や

　
増
改
築
を
行
っ
た
人

・
年
の
途
中
で
退
職
し
、そ
の

　
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年

　
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
の
納

２１

付
は
、３
月
　
日
　
ま
で
に
お

１５

（月）

願
い
し
ま
す
。ま
た
、振
替
納
税

を
す
る
と
、４
月
　
日
　
に
口

２２

（木）

座
引
き
落
と
し
に
な
り
、資
金

の
準
備
に
余
裕
が
で
き
ま
す
。

　
個
人
で
事
業
を
し
て
い
る
人

で
、消
費
税
の
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
次
の
よ
う

な
場
合
で
す
。

・
平
成
　
年
分
の
課
税
売
上
高

１９

　
が
１
千
万
円
を
超
え
る
場
合

・「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択

　
届
出
書
」を
提
出
し
た
場
合

　
消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
申

告
と
納
税
は
、事
業
所
の
納
税

平成２２年２月平成２２年２月号号２５

る
場
合
に
、「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
の
代
わ
り
と
な
る
「
主
治

医
意
見
書
内
容
確
認
書
」
を
発

行
し
ま
す
。

・
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

　
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
、

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
の

　
主
治
医
意
見
書
で
お
む
つ
の

　
使
用
が
確
認
で
き
る
場
合

　
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
対
象

に
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

市
役
所
高
年
福
祉
課
又
は
各
支

所
地
域
振
興
課
で
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
和
田
山
税
務
署

　
☎
６
７
２－

３
１
７
１

　
市
役
所
税
務
課

　
☎
６
７
２－

６
１
１
９

～e-Tax利用のメリット～

国税庁ホームページから電子申告

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成

コーナー」で作成したデータは、e-Tax（電子申

告）を利用して提出できます。

※確定申告書等作成コーナーは「確定申告特

　集ページ」からご利用ください。

最高５,０００円の税額控除

　平成２１年分の所得税の確定申告を本人の

電子署名と電子証明書を付して、申告期限内

にe-Taxで行うと、所得税額から最高５,０００円

の控除ができます。

※平成１９年分又は平成２０年分の確定申告で

　この控除を受けた人は受けられません。

添付書類の提出省略

　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記

載内容（病院などの名称・支払金額など）を入

力して送信することで、これらの書類の提出

や提示を省略することができます。

※確定申告期限から３年間、書類の提出や提

　示を求められることがあります。

還付金がスピーディー

　e-Taxで申告された還付申告は、早期処理

しています（３週間程度に短縮）。

２４時間いつでも利用可能

　所得税の確定申告期間中は２４時間e-Taxの

利用が可能です。

税務署からのお知らせ

所得税の確定申告はe-Taxをご利用ください

個
人
事
業
者
の
消
費

個
人
事
業
者
の
消
費
税税

と
地
方
消
費
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健康コーナー

　がんは決して他人事ではありません。日本では2人に1人ががんになり、3人に1人ががんで亡く

なっています。早く見つけてしっかり治すことが大切。健康はわたしたちの大きな財産です。

　県と市では次のとおり、健康講演会を開催します。

　健康づくり講演会を開催します

　わたしも、微力ながら消費生活

相談の窓口で消費者の皆さんの相

談に乗り、トラブル解決のお手伝

いをすることになりました。

　問題を抱えたとき、公の機関に

相談することは恥ずかしいことで

はありません。一人で抱え込んで

（３）消費生活相談員が着任
　　～消費者トラブル、早めに相談を～

■問い合わせ先　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

　初めまして。１月より消費生活相談員として、市

役所生活環境課に勤務しています宮岡恵子です。

　わたしたちは、誰もが消費者の一人として、毎日

生活に必要な物やサービスを購入しながら生活し

ています。しかし、インターネットなど情報通信網

の発達やさまざまな悪質商法の登場など、消費者

を取り巻く環境は年々複雑になってきています。

「身に覚えのない請求のはがきが届いた」「訪問販

売で高額な商品を買ってしまった」「消費者金融な

どからの借金が返済できなくなった」など、消費者

がさまざまなトラブルに巻き込まれるケースが増

えています。

　このような消費者問題に一元的に対応するため、

国では、昨年９月に消費者庁が発足し、消費者行政

への取り組みが強化されたところです。

暮らしの情報コーナー

笑いのパワーで元気になろう

とき　２月２６日（金）１３時３０分～　　ところ　和田山ジュピターホール（小ホール）

内容　講演（入場料無料）

　　　①「健診で救われた命」～今を精一杯いきる～　講師 和田豊子氏（がん患者グループ「ゆずりは明石」会員）

　　　②「笑って！健康」～笑いでがんをやっつけよう～　講師 大平哲也氏（大阪大学大学院准教授）

■申し込み・問い合わせ先　
　県朝来健康福祉事務所　☎６７２－６８６７　FAX ６７２－５９９２
　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９　FAX ６７２－５３６９

～安全のために環境を整えましょう～
窓地域包括支援センターの

■問い合わせ先　朝来市地域包括支援センター　☎６７２－６１２５

　地域のミニディサービスの参加者３９６人を対象

に「家の安全のための環境づくりに対する安心度」

を尋ねたところ、「不安」と答えた人が１２．６㌫（５０

人）ありました。

　皆さんのお住まいはいかがでしょうか？

　手すりの設置や段差解消をしているなど環境を

整えることで転倒を予防することで、安全安心な

生活をすることができます。また、介護されている

人の負担軽減にもなります。

　年齢や身体の状態により福祉用具貸与制度や住

宅改修制度が利用できる場合もありますので、お

気軽にご相談ください。

　段差の解消や手すりをつけることで安

心して生活ができます。

つまずき、転倒予防のために

　手すりをつける

と立ち上がりが楽

になり安全です。

トイレでは

　手すりやシャワー椅子など

福祉用具を

置くことで

入浴しやす

くなります。

お風呂では

しまうと、いたずらに時間が経過し、精神的にも孤

立し、解決への道が遠ざかってしまいます。身近に

相談できるところがあることをまず知ってくださ

い。

　相談に来られる皆さんが、話しやすい相談室を

目指します。プライバシーは守られますので、困っ

たことがあるときには、どうぞご相談ください。

消費生活相談員

宮岡恵子
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健康情報テレホンサービス （２月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

生理痛について月曜日
歯磨き粉の硬貨と成分について火曜日
げっぷから考えられる病気水曜日
尿が近い木曜日
サプリメント利用法金・土・日

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２１年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

５空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

４忍 び 込 み３強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

５事 務 所 あ ら し５０車 上 ね ら い

４出 店 あ ら し１６自動販売機あらし

１３詐 欺 

そ
の
他

１３部 品 盗

５傷 害 ４７器 物 損 壊

３暴 行 ２０自 動 車 盗

４７万 引 き ８オートバイ盗

（１２月末累計）２８自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

０建物

火
災

０林野

０車両

１その他

０合計

１１累計

１０交通事故

救
急

２２一般負傷

６０急病

７その他

９９合計

１，２４０累計

（１２月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

１８２２０人身事故

００子ども

死
者
　（人）

１０高齢者

２０その他

３０合計

１７１子ども

傷
者
　（人）

３５６高齢者

１７７１８その他

２２９２５合計

１，３１８８３物損事故

（１２月中）

各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

２２//16～16～３３/１５/１５健康カレ健康カレンンダーダー
場　　所内　　容曜日日月

山東老人福祉センター離乳食教室水１７

２
月

和田山保健センター８か月児健診金１９

山東老人福祉センター献血月２２

生野保健センター
朝来公民館

３か月・８か月児健診
こころのケア相談（予約制）

火２３

朝来公民館脳元気度チェック（予約制）水２４

和田山保健センター３か月児健診木２５

和田山保健センター３歳児健診水３

３
月

和田山保健センター１歳６か月児健診木４

朝来老人福祉保健センター献血金５

朝来福祉多目的ホールポリオ予防接種月８

和田山保健センターポリオ予防接種火９

朝来福祉多目的ホールポリオ予防接種月１５

　季節は冬。寒い外よりも家の中

で家族そろって過ごすことが多い

のではないでしょうか。暖かい居

　皆さんの家庭での会話の中では、他人の批判や

中傷ばかりになっていませんか？日常生活の中で

起きるさまざまな事柄を、子どもたちと共に前向

きにとらえ、正しいこと、間違っていることなどを

一緒に考えることが大切です。

　このようにして育った子どもたちは、きっと人

生の荒波をたくましく乗り越え、自らをより良く

つくりつづけ、積極的にまちづくりにも取り組ん

でいくことでしょう。

　まわりの人も自分も大切にしながら一生を幸せ

に生きていく基盤は、温かい家庭の中で育ってい

きます。一生の宝物を、子どもたちの素直な心の中

にしっかり蓄えていきましょう。

間での家族団らんの会話は家族みんなの日々の生

きる力になっています。

　特に子どもたちは、おじいさんやおばあさん、お

父さん、お母さん、兄弟姉妹との日々のふれあいの

中で、自分のあり方や人とのつきあい方などを学

び、豊かな感性をはぐくみます。家族以外の人と

のかかわり方の基礎もここで学んでいきます。

　各家庭での家族団らんの会話やふれあいを通し

て、人権文化に満ちた、みんなが安心して暮らせる

まちづくりのために、自らもまわりの人々も大切

にする豊かな人格を一生の宝物として身に付けた

いものです。
■問い合わせ先　

市役所人権・まちづくり課　　☎６７２―６１２２

家族のあたたかさにつつまれて…子どもたちに一生の宝物を育てよう…

人権・まちづくり課だより（４６）
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　バスケ大好き。元気いっぱいコートを駆
け抜ける

梁瀬ミニバスケットボールクラブ

梁瀬ミニバスケットボールクラブの
メンバー

時：日時　場：場所　問：問い合わせ　予：予約

心配ごと相談（無料）　経験豊富な相談員が、
　あらゆる生活上の相談に応じます。
時・場　(毎月開催）１３時～１６時
市役所南庁舎　　　　　　　２月１０日（水）
山東老人福祉センター　　　２月１７日（水）
朝来老人福祉保健センター　２月２４日（水）
生野保健センター　　　　　３月３日（水）
問　朝来市社会福祉協議会　☎６７６－５２１３

人権相談（無料）　人権問題でお悩みの人の相
　談に応じます。
時・場　(毎月開催）１３時３０分～１５時
生野保健センター　　　　　　３月１０日（水）
市役所本庁舎１階相談室　　　　　３月１１日（木）
山東老人福祉センター　　　　〃
朝来老人福祉保健センター　　〃
問　市役所人権・まちづくり課　☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料）　経験豊かな女性カ
　ウンセラーが、子育てや家族、ＤＶやセクハラ
　など、女性が抱えるさまざまな悩みや不安、問
　題などの相談に応じます。（予約制）
時　２月１０日（水）１３時～１６時
場　アートほほえみ相談室（２階）
問・予　市役所人権・まちづくり課　☎６７２－６１２２

行政相談（無料）　 官公庁の仕事の苦情や意見
　・要望などの相談に応じます。
時　２月１５日（月）　１３時３０分～１５時
場　生野保健センター／和田山老人福祉センター
　　／山東老人福祉センター／朝来老人福祉保健センター
問　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

あさご暮らしの相談室（無料）　認定司法書士
　が多重債務や悪徳商法などの消費生活に関わ
　る相談に応じます。（予約制。１回３０分）
時　２月９日（火）・２３日（火）　１３時～１６時
場　和田山農業研修センター
問・予　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

司法書士による法律相談会（無料）　司法書士が登記
　・相続・多重債務・消費者問題・成年後見などの
　法律相談に応じます。（予約制。予約受付時間
　は平日９時～１７時。相談無料。）
時・場　１３時～１６時
　浜坂多目的集会施設　　　２月１３日（土）
　豊岡市民会館中会議室　　２月２０日（土）
　和田山ジュピターホール　３月６日（土）
問・予　兵庫県司法書士会但馬支部司法書士法
　　　  律相談委員会　☎６７６－３３６８

金融アドバイザーによる相談会（無料）　但馬地区金融
　アドバイザーが、中小企業の皆さんが抱えて
　いる金融の課題などの相談に応じます。
時　２月１８日（木）・２５日（木）
場　市役所南庁舎
問　兵庫県保証協会　☎０１２０－５３７－００１

総合法律センター南たじま相談所　兵庫県弁護士会
　の弁護士が法律相談に応じます。
（予約制。１回３０分。相談料５，２５０円）
時　２月２５日（木）１３時～１６時
場　和田山老人福祉センター
問・予　兵庫県弁護士会　☎０７８－３５１－１２３３

人
い
き
い
き

　このコーナーで紹介する人やグループや団体を募集しています。

■問い合わせ先　市役所情報政策課　☎６７２－６１１１

朝来市の数字

　高齢化率とは、総人口に対する高齢者人口（６５歳以上人口）が占

める割合のことです。

　高齢化が進めば進むほど、健康の需要も増してきます。「いくつ

あ れ こ れ

その６　高齢化率

 ２９．２０％（平成２１年１２月３１日現在）
（市役所高年福祉課調べ）

高齢者数と高齢化率

高齢化率高齢者数

２９．２０％９，９８４人平成２１年

２８．７９％９,９５６人平成２０年

２８．２５％９,８９７人平成１９年

（各年１２月３１日現在）

た同クラブのメンバーは、

現在１５人。メンバーの平均

身長は１４７㌢ と県内のほか

のチームに比べて低い方で

すが、県大会では常に優勝

を争う位置に。過去の成績

は、夏の県大会６度、冬は２

になっても元気で健康に暮らした

い」とは誰もが願っていること。「年

をとると衰えてくるのは仕方ない」

「自分は元気だから介護予防は関係

ない」ではなく、日ごろから積極的に

頭と体を動かし、いきいきとした元

気な心身を保っていきましょう

度優勝。全国大会にも２度出場している強豪チームです。

　監督の奥藤俊之さん（大垣区）は「チームの持ち味はス

ピードとディフェンス力。身長差で不利な面もありますが、

それをカバーできるように練習しています」と語ります。ま

た、キャプテンの西垣萌実さん（６年生。末歳区）は「練習は

大変だけど楽しいです。いろんな大会に出場してみんなで

一丸となってプレーして、優勝できたときはうれしいです」

と笑顔で話してくれました。昨年夏の県大会では準優勝し

た同クラブ。１月１６日と１７日の両日に行われた冬の県大会

では惜しくも全国大会への出場を逃しましたが、「中学校、

高校でもバスケットを続けたいです」と西垣さん。

　「目標は常に全国大会出場」という同チームのメンバーは

みんな明るく、練習熱心。今日も梁瀬小学校の体育館に、メ

ンバーの元気な声が響きわたります。

　昭和５６年に結成し


	201002-1
	201002-2
	201002-3
	201002-4
	201002-5
	201002-6
	201002-7
	201002-8
	201002-9
	201002-10
	201002-11
	201002-12
	201002-13
	201002-14
	201002-15
	201002-16
	201002-17
	201002-18
	201002-19
	201002-20
	201002-21
	201002-22
	201002-23
	201002-24
	201002-25
	201002-26
	201002-27
	201002-28

